
【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 
　

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

1
1
1
%

-
-

【
活

動
-
2
】

町
会

・
自

治
会

活
動

に
関

す
る

S
N

S
で

の
情

報
発

信
回

数

目
標

-
-

5
0

【
直

接
成

果
-
2
】

子
ど

も
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

事
業

に
対

す
る

助
成

申
請

件
数

1
0
0
%

達
成

率

％
件 件 件 件

％ ％

4
0

影
響

要
因

影
響

要
因

R
4

R
5

R
5

R
6

年
度

0
0

0

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

ひ
と

重
点

目
標

⑬
多

様
な

主
体

に
よ

る
協

働
・

協
創

を
進

め
る

重
点

項
目

協
働

・
協

創
に

よ
る

地
域

づ
く
り

の
活

性
化

記
入

所
属

行
財

政
地

域
の

ち
か

ら
推

進
部

地
域

調
整

課
地

域
調

整
係

事
業

名
№

3
4
「
町

会
・
自

治
会

の
活

性
化

支
援

」
協

働 ・
協

創
町

会
・
自

治
会

活
動

支
援

と
し

て
全

庁
的

に
協

働

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.
1
7

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

2
0

-
4
0

影
響

要
因

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

単
位

③
成

果
指

標
達

成
状

況

千
円

千
円

実
施

済
子

ど
も

を
通

じ
て

町
会

・
自

治
会

が
子

育
て

世
帯

と
接

す
る

機
会

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

「
未

加
入

世
帯

も
参

加
で

き
る

子
ど

も
向

け
事

業
助

成
」
、

町
会

・
自

治
会

活
動

周
知

、
加

入
勧

奨
の

た
め

に
「
チ

ラ
シ

作
成

・
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
費

用
助

成
」
を

新
設

し
、

町
会

・
自

治
会

へ
の

助
成

を
実

施
し

た
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

そ
の

他
町

会
・
自

治
会

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

町
会

・
自

治
会

と
の

き
っ

か
け

づ
く
り

や
、

き
っ

か
け

に
よ

り
町

会
・

自
治

会
に

加
入

す
る

層
へ

の
緩

や
か

な
関

係
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

つ
い

て
内

容

回

2
0
.0

や
や

順
調

【
最

終
成

果
】

足
立

区
を

良
い

ま
ち

に
す

る
た

め
に

何
か

の
行

動
を

し
た

区
民

の
割

合

4
5
.9

4
4
.4

-

7
7
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

町
会

・
自

治
会

加
入

世
帯

率

6
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

4
5

達
成

達
成

率
8
9
%

目
標

-
2
0
.0

達
成

率
4
3
0
%

#
V

A
L
U

E
!

実
績

-
-

-
実

績
-

4
3

-
1
0

5
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

「
加

入
方

法
が

わ
か

ら
な

い
」

「
誘

わ
れ

な
い

」
の

理
由

で
町

会
・
自

治
会

に
加

入
し

て
い

な
い

区
民

の
割

合
（
低

減
目

標
）

-

-
実

績
-

達
成

率

2
2
.4

-

達
成

率

【
活

動
-
3
】

車
内

広
告

を
掲

載
し

た
バ

ス
の

台
数

目
標

-
-

2
0
0

【
直

接
成

果
-
3
】

活
動

周
知

・
新

規
加

入
者

勧
誘

の
た

め
の

チ
ラ

シ
作

成
・
配

布
等

に
対

す
る

助
成

件
数

目
標

-

台
遅

れ
て

い
る

実
績

-
-

-
実

績
-

1
0

-

達
成

率
達

成
率

2
0
%

5
0

2
0

目
標

-

実
績

-

年
度

R
4

R
6

【
事

業
の

概
要

】
１

　
町

会
・
自

治
会

へ
の

助
成

事
業

や
他

団
体

の
活

動
事

例
情

報
を

　
地

域
調

整
課

か
ら

の
お

知
ら

せ
や

区
民

事
務

所
か

ら
地

域
の

会
長

　
会

議
を

通
じ

て
情

報
提

供
を

実
施

す
る

。
【
活

動
-
1
】

２
　

S
N

S
、

H
P

を
活

用
し

て
町

会
・
自

治
会

の
活

動
事

例
を

紹
介

す
　

る
。

【活
動

-
2
】

３
　

町
会

・
自

治
会

の
加

入
を

促
進

す
る

た
め

の
広

告
を

バ
ス

車
内

に
　

掲
載

す
る

。
【
活

動
-
3
】

助
成

事
業

や
活

動
事

例
の

情
報

が
浸

透
す

る
こ

と
で

、
各

種
助

成
件

数
が

増
え

る
。

１
　

会
館

・
防

災
倉

庫
・
掲

示
板

の
環

境
が

整
備

さ
れ

る
。

【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

子
ど

も
向

け
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

町
会

・
自

治
会

が
未

加
入

者
　

と
つ

な
が

る
き

っ
か

け
と

な
る

。
【
直

接
成

果
-
2
】

３
　

町
会

・
自

治
会

の
活

動
周

知
・
加

入
促

進
に

つ
な

が
る

チ
ラ

シ
が

作
成

・
　

配
布

さ
れ

る
。

　
【
直

接
成

果
-
3
】

４
　

加
入

勧
誘

時
に

配
付

す
る

グ
ッ

ズ
が

あ
る

こ
と

で
、

町
会

・
自

治
会

の
加

　
入

勧
誘

活
動

が
し

や
す

く
な

る
。

【
直

接
成

果
-
4
】

-
1
8

1
6

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
町

会
・
自

治
会

環
境

整
備

に
対

す
る

助
成

申
請

件
数

回

【
活

動
-
1
】

助
成

事
業

、
活

動
事

例
の

情
報

発
信

数

実
績

-
-

目
標

【
直

接
成

果
-
4
】

加
入

勧
誘

時
配

付
グ

ッ
ズ

助
成

申
請

件
数

目
標

-

町
会

・
自

治
会

の
運

営
を

支
援

し
、

町
会

・
自

治
会

の
加

入
率

の
向

上
に

よ
り

地
域

活
動

の
増

加
を

図
り

、
活

力
溢

れ
る

ま
ち

づ
く
り

を
実

現
す

る
。

-
2
2

実
績

-
-

達
成

率
達

成
率

4
1
,
4
8
5

4
3
,
4
3
8

総
事

業
費

(a
+
b)

1
5
6
,
6
4
5

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
で

は
効

果
的

な
公

的
、

官
民

、
市

民
社

会
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
奨

励
・
推

進
す

る
。

町
会

・
自

治
会

、
区

と
の

協
働

・
協

創
に

よ
る

地
域

活
動

の
活

性
化

は
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
町

会
・
自

治
会

活
動

支
援

事
務

、
町

会
・
自

治
会

会
館

整
備

助
成

事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
9
2
,
6
0
0

1
1
5
,
1
6
0

1
3
5
,
5
5
4

1
9
2
,
6
0
0

事 業 の 概 要

地
域

活
動

が
活

発
化

し
、

活
力

溢
れ

る
ま

ち
が

実
現

し
て

い
る

町
会

・
自

治
会

に
対

す
る

補
助

金

千
円

8
9
,2

0
8

1
2
,6

0
4

1
0
,0

0
7

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

年
度

１
　

町
会

・
自

治
会

へ
の

加
入

世
帯

が
増

え
る

。
【
中

間
成

果
-
1
】

２
　

「加
入

方
法

が
わ

か
ら

な
い

」
「
誘

わ
れ

な
い

」
の

理
由

で
　

町
会

・
自

治
会

に
加

入
し

て
い

な
い

層
が

減
少

す
る

。
　

【
中

間
成

果
-
2
】

地
域

活
動

が
活

発
化

し
、

活
力

溢
れ

る
ま

ち
が

実
現

し
て

い
る

R
5

最
終

目
標

単
位

⑤
成

果
指

標
達

成
状

況

１
　

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

や
価

値
観

　
の

多
様

化

１
　

町
会

・
自

治
会

の
活

動
状

況
２

　
町

会
・
自

治
会

以
外

で
活

動
す

る
団

　
体

や
個

人
で

の
活

動
状

況

実
績

目
標

単
位

④
成

果
指

標
達

成
状

況
目

標

町
会

・
自

治
会

会
館

整
備

事
業

助
成

子
ど

も
向

け
地

域
活

性
化

事
業

助
成

１
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

２
　

町
会

・
自

治
会

活
動

の
再

開
状

況

単
位

②
活

動
指

標
実

績
目

標
実

績

1
7
8
,
9
9
2

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】
R

4
R

3
R

2

3
3
.5

3
.5

3
.5

庁
内

評
価

結
果

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
１

】
区

や
東

京
都

の
助

成
金

に
つ

い
て

、
各

町
会

・
自

治
会

に
直

接
郵

送
で

通
知

や
チ

ラ
シ

を
送

付
す

る
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
毎

月
行

わ
れ

る
所

長
連

絡
会

や
地

域
事

務
担

当
者

会
議

に
お

い
て

も
各

種
助

成
金

事
業

、
事

例
を

共
有

し
、

各
地

域
で

行
わ

れ
る

地
区

町
自

連
会

議
で

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
【
直

接
成

果
-
１

】
町

会
・
自

治
会

の
環

境
整

備
（
会

館
整

備
助

成
、

防
災

倉
庫

設
置

助
成

、
掲

示
板

設
置

助
成

）
に

対
す

る
助

成
申

請
件

数
は

、
４

０
件

の
申

請
が

行
わ

れ
活

用
さ

れ
た

。
【
直

接
成

果
-
２

】
令

和
５

年
１

０
月

か
ら

新
た

に
開

始
し

た
「
未

加
入

者
も

参
加

で
き

る
子

ど
も

向
け

イ
ベ

ン
ト

助
成

」
は

４
３

件
の

申
請

が
行

わ
れ

活
用

さ
れ

た
。

【
直

接
成

果
-
３

】
令

和
５

年
１

０
月

か
ら

新
た

に
開

始
し

た
「
町

会
・
自

治
会

活
動

周
知

・
加

入
勧

奨
チ

ラ
シ

作
成

・
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
費

用
助

成
」
は

１
０

件
の

申
請

が
行

わ
れ

活
用

さ
れ

た
。

【
中

間
成

果
-
１

】
町

会
・
自

治
会

の
加

入
世

帯
率

は
住

民
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

や
価

値
観

の
多

様
化

に
よ

り
減

少
傾

向
に

あ
り

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

【
参

考
】
区

か
ら

町
会

・
自

治
会

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
結

果
、

東
京

都
実

施
の

「
関

東
大

震
災

１
０

０
年

町
会

・
自

治
会

防
災

力
強

化
助

成
」
は

、
２

０
１

件
の

申
請

が
行

わ
れ

た
。

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
と

な
り

少
し

ず
つ

町
会

・
自

治
会

活
動

も
再

開
し

始
め

た
が

、
足

立
区

政
に

関
す

る
世

論
調

査
で

は
、

町
会

・
自

治
会

に
加

入
し

な
い

理
由

と
し

て
「
加

入
方

法
が

わ
か

ら
な

い
」
「
誘

わ
れ

な
い

か
ら

」
の

ほ
か

、
「
加

入
す

る
必

要
性

を
感

じ
な

い
か

ら
」
「
人

間
関

係
が

わ
ず

ら
わ

し
い

か
ら

」
と

い
う

価
値

観
の

多
様

化
が

う
か

が
え

る
。

対
応

策
・
・
・
「
加

入
方

法
が

わ
か

ら
な

い
」
「
誘

わ
れ

な
い

か
ら

」
と

の
理

由
か

ら
町

会
・
自

治
会

に
加

入
し

な
い

方
が

約
２

割
い

る
こ

と
も

分
か

っ
た

。
こ

の
２

割
の

方
を

町
会

・
自

治
会

加
入

に
繋

げ
ら

れ
る

よ
う

に
、

町
会

・
自

治
会

と
未

加
入

者
の

き
っ

か
け

づ
く
り

や
緩

や
か

な
関

係
か

ら
つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

新
た

な
助

成
事

業
を

開
始

し
た

。
「
未

加
入

者
も

参
加

で
き

る
子

ど
も

向
け

イ
ベ

ン
ト

助
成

」
「
町

会
・
自

治
会

活
動

周
知

・
加

入
勧

奨
チ

ラ
シ

作
成

・
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
費

用
助

成
」
の

２
つ

の
助

成
事

業
は

年
度

途
中

か
ら

の
開

始
の

た
め

、
６

か
月

間
の

募
集

と
な

っ
た

が
予

想
を

上
回

る
町

会
・
自

治
会

に
活

用
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

【
短

期
】

町
会

・
自

治
会

活
動

が
活

性
化

し
、

地
域

の
賑

わ
い

に
繋

げ
ら

れ
る

よ
う

に
各

種
助

成
事

業
の

活
用

を
促

し
、

加
入

勧
誘

活
動

を
行

い
加

入
者

を
増

や
し

て
い

け
る

よ
う

に
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

【
中

・
長

期
】

町
会

・
自

治
会

加
入

者
が

増
え

る
こ

と
で

さ
ら

に
地

域
活

動
が

活
性

化
し

、
活

力
溢

れ
る

ま
ち

が
実

現
す

る
。

そ
の

た
め

に
町

会
・
自

治
会

と
未

加
入

者
の

接
す

る
機

会
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
、

ま
た

、
町

会
活

動
の

周
知

や
加

入
勧

奨
が

行
え

る
よ

う
に

、
地

域
が

求
め

る
支

援
策

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

区
民

評
価

結
果

3
1
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2

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
全

国
的

な
流

れ
で

あ
る

と
は

い
え

、
町

会
・
自

治
会

加
入

率
が

下
が

り
続

け
て

い
る

点
は

残
念

で
あ

る
。

た
だ

、
世

論
調

査
結

果
を

分
析

し
、

働
き

か
け

次
第

で
町

会
・
自

治
会

加
入

の
可

能
性

が
あ

る
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
、

新
た

な
事

業
展

開
を

始
め

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。
令

和
5
年

度
か

ら
開

始
し

た
「
子

ど
も

向
け

地
域

活
性

化
事

業
助

成
」
に

つ
い

て
は

、
目

標
を

大
き

く
上

回
る

申
請

が
あ

り
、

助
成

金
を

活
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

が
き

っ
か

け
で

、
加

入
し

た
事

例
も

あ
る

と
の

こ
と

で
、

一
定

の
成

果
が

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

一
方

で
、

「
チ

ラ
シ

作
成

・
配

付
等

に
対

す
る

助
成

」
の

件
数

は
、

目
標

を
大

き
く
下

回
っ

て
い

る
た

め
、

活
用

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

を
分

析
し

、
よ

り
活

用
し

や
す

い
制

度
に

改
善

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
今

後
の

事
業

予
定

、
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

令
和

6
年

度
も

新
た

に
「
加

入
勧

誘
時

配
付

物
品

購
入

助
成

」
や

バ
ス

の
車

内
広

告
を

開
始

す
る

な
ど

、
事

態
を

打
開

し
よ

う
と

知
恵

を
絞

り
、

手
を

打
っ

て
い

る
姿

勢
は

評
価

で
き

る
。

昨
年

度
、

区
民

評
価

委
員

会
か

ら
意

見
の

あ
っ

た
「
町

会
・
自

治
会

の
デ

ジ
タ

ル
化

」
に

つ
い

て
も

、
令

和
6
年

度
か

ら
「
デ

ジ
タ

ル
回

覧
板

対
応

機
器

購
入

助
成

」
を

開
始

し
、

一
歩

前
進

し
た

と
評

価
し

た
い

。
取

組
の

多
く
が

町
会

・
自

治
会

の
主

体
性

に
頼

る
も

の
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

全
国

的
な

加
入

率
低

下
の

要
因

を
さ

ら
に

深
掘

り
し

つ
つ

、
活

性
化

に
繋

が
る

さ
ら

な
る

後
押

し
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
一

方
で

、
加

入
率

低
下

に
歯

止
め

が
か

か
ら

な
い

中
、

町
会

・
自

治
会

の
み

に
よ

る
地

域
活

動
の

活
性

化
は

限
界

に
来

て
い

る
と

も
感

じ
る

。
町

会
・
自

治
会

と
、

そ
れ

以
外

の
団

体
と

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
も

検
討

し
て

み
て

は
ど

う
か

。
拠

点
を

求
め

て
い

る
グ

ル
ー

プ
な

ど
も

あ
る

た
め

、
例

え
ば

、
町

会
会

館
を

活
動

場
所

と
し

て
貸

し
出

し
、

そ
れ

を
き

っ
か

け
に

繋
が

り
が

で
き

れ
ば

、
加

入
に

繋
が

る
可

能
性

も
あ

る
。

今
後

ぜ
ひ

検
討

い
た

だ
き

た
い

。

3

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

　
昨

年
の

評
価

に
て

、
若

年
世

代
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
少

な
い

こ
と

と
、

若
年

世
代

の
参

加
を

視
野

に
入

れ
た

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

を
提

案
し

た
。

子
ど

も
向

け
イ

ベ
ン

ト
助

成
に

つ
い

て
は

、
子

ど
も

を
通

じ
た

若
年

世
代

へ
の

緩
や

か
な

ア
プ

ロ
ー

チ
作

り
と

い
う

点
で

、
4
3
団

体
が

子
ど

も
向

け
地

域
活

性
化

事
業

助
成

を
利

用
し

、
数

は
や

や
少

な
い

な
が

ら
も

2
9
世

帯
が

新
た

に
加

入
す

る
な

ど
成

果
が

出
始

め
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

一
方

、
子

ど
も

を
通

じ
た

若
年

世
代

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

注
力

し
す

ぎ
、

単
身

世
帯

な
ど

他
の

世
代

へ
の

取
り

こ
ぼ

し
も

お
こ

ら
な

い
よ

う
配

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
加

入
し

な
い

理
由

第
1
位

の
「
加

入
す

る
必

要
性

が
感

じ
ら

れ
な

い
か

ら
」
と

い
う

層
に

対
し

て
も

ど
の

よ
う

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

か
具

体
的

に
検

討
を

お
こ

な
っ

て
ほ

し
い

。
　

ま
た

、
デ

ジ
タ

ル
回

覧
板

対
応

機
器

購
入

助
成

に
つ

い
て

は
、

回
覧

板
ア

プ
リ

を
配

布
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

機
器

の
購

入
助

成
と

の
こ

と
。

こ
れ

で
は

、
機

器
の

接
続

、
設

定
、

回
覧

物
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

仕
方

な
ど

、
相

当
な

説
明

を
要

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
、

導
入

に
至

ら
な

い
団

体
も

多
い

の
で

は
な

い
か

。
助

成
金

の
出

し
方

、
運

営
面

へ
の

具
体

的
な

サ
ポ

ー
ト

、
受

け
取

り
側

へ
の

周
知

や
ツ

ー
ル

の
整

備
に

つ
い

て
も

検
討

の
余

地
が

あ
り

そ
う

だ
。

　
令

和
6
年

度
の

町
会

・
自

治
会

の
負

担
軽

減
や

加
入

促
進

の
後

押
し

と
し

て
、

掲
示

版
設

置
助

成
や

、
行

政
か

ら
の

掲
示

物
発

送
日

の
統

一
、

バ
ス

車
内

に
お

け
る

加
入

促
進

P
R

広
告

な
ど

新
た

な
取

り
組

み
も

施
行

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。

　
直

接
成

果
-
2
の

子
ど

も
向

け
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
は

、
昨

年
度

は
期

待
以

上
の

成
果

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

反
面

、
直

接
成

果
の

目
標

値
設

定
に

つ
い

て
、

町
会

・
自

治
会

の
需

要
を

ふ
ま

え
て

い
る

の
か

、
や

や
疑

問
に

思
わ

れ
る

項
目

も
散

見
さ

れ
る

。
例

え
ば

、
チ

ラ
シ

作
成

助
成

に
つ

い
て

、
令

和
5
年

度
は

達
成

率
が

2
0
％

と
か

な
り

低
い

成
果

に
な

っ
て

い
る

。
日

頃
の

町
会

・
自

治
会

と
の

接
点

を
通

じ
て

、
次

年
度

ど
の

く
ら

い
助

成
申

請
を

し
そ

う
か

、
あ

る
程

度
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
き

る
と

想
定

さ
れ

る
。

し
か

し
、

令
和

6
年

度
の

目
標

設
定

は
根

拠
が

見
え

に
く
く
、

勧
誘

チ
ラ

シ
の

作
成

・
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
に

補
助

や
助

成
を

し
て

も
積

極
的

な
活

動
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

と
感

じ
る

。
ま

た
、

加
入

率
の

少
な

い
団

体
を

重
点

団
体

と
据

え
る

な
ど

し
、

よ
り

積
極

的
に

施
策

活
用

を
促

す
な

ど
、

加
入

率
を

底
上

げ
す

る
指

標
検

討
も

必
要

で
は

な
い

か
。

　
評

価
調

書
の

【
所

属
の

自
己

分
析

】
の

指
標

分
析

欄
で

は
、

達
成

件
数

な
ど

が
淡

々
と

書
か

れ
て

い
る

だ
け

で
、

何
故

そ
の

よ
う

な
成

果
に

つ
な

が
っ

た
の

か
記

載
が

な
い

。
成

果
が

上
が

っ
た

も
の

、
上

が
ら

な
か

っ
た

も
の

双
方

の
成

果
に

つ
い

て
、

き
ち

ん
と

分
析

を
お

こ
な

い
次

年
度

以
降

の
取

り
組

み
に

反
映

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
　

町
会

・
自

治
会

を
担

う
方

々
の

高
齢

化
に

も
一

因
し

、
こ

れ
ま

で
や

っ
て

き
た

こ
と

か
ら

の
変

化
を

望
ま

な
い

声
を

聞
か

れ
る

よ
う

だ
が

、
固

定
観

念
に

と
ら

わ
れ

な
い

分
析

と
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

　
短

期
、

中
・
長

期
の

方
向

性
に

具
体

的
な

記
述

が
な

く
、

評
価

で
き

な
い

。
　

町
会

・
自

治
会

の
加

入
率

が
向

上
す

れ
ば

、
地

域
活

動
が

活
発

化
す

る
と

は
限

ら
な

い
。

町
会

・
自

治
会

加
入

者
が

増
え

る
こ

と
で

さ
ら

に
地

域
活

動
が

活
性

化
し

、
活

力
溢

れ
る

ま
ち

が
実

現
す

る
と

あ
る

が
、

そ
の

先
に

何
が

あ
る

か
、

イ
メ

ー
ジ

で
き

な
い

人
が

多
い

の
で

は
な

い
か

。
防

災
の

観
点

か
ら

も
町

会
・
自

治
会

は
重

要
と

い
う

意
識

づ
け

も
、

よ
り

必
要

で
あ

る
。

我
が

町
意

識
が

必
要

だ
が

、
そ

の
た

め
に

で
き

る
し

か
け

は
何

か
、

深
掘

り
が

必
要

で
あ

る
。

例
え

ば
「
町

会
・
自

治
会

に
加

入
し

て
い

る
と

、
区

役
所

担
当

の
勉

強
会

に
参

加
で

き
る

、
意

見
も

伝
え

ら
れ

る
」
な

ど
の

魅
力

的
な

仕
組

み
を

つ
く
り

、
加

入
し

て
い

る
こ

と
の

お
得

感
を

出
す

な
ど

町
会

・
自

治
会

、
足

立
区

双
方

に
と

っ
て

の
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

こ
と

を
考

え
て

み
て

は
ど

う
か

。
 　

「
区

民
が

地
域

活
動

に
参

加
す

る
」
こ

と
を

主
眼

に
置

く
の

で
あ

れ
ば

、
町

会
・
自

治
会

加
入

率
へ

の
こ

だ
わ

り
は

捨
て

た
ほ

う
が

良
い

と
思

う
。

現
在

、
「
足

立
区

を
良

い
ま

ち
に

す
る

た
め

に
何

か
の

行
動

を
し

た
区

民
」
が

増
え

る
こ

と
が

最
終

成
果

と
な

っ
て

い
る

が
、

目
標

も
2
0
%
と

消
極

的
で

あ
り

、
大

変
物

足
り

な
い

。
　

区
民

全
員

が
何

ら
か

の
活

動
に

参
加

で
き

る
よ

う
参

加
の

場
を

増
や

し
、

区
民

全
員

で
支

え
る

足
立

区
に

近
づ

く
た

め
の

施
策

と
し

て
本

施
策

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
で

き
な

い
か

。
区

内
主

要
駅

周
辺

の
ク

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

活
動

な
ど

は
町

会
・
自

治
会

加
入

有
無

に
関

わ
ら

ず
参

加
で

き
る

が
、

そ
の

よ
う

な
活

動
を

多
数

用
意

す
る

に
は

、
参

加
者

の
増

加
・
運

営
者

の
養

成
が

不
可

欠
に

な
る

だ
ろ

う
。

　
各

課
で

行
っ

て
い

る
区

民
参

加
の

状
況

や
N

P
O

の
活

動
も
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【町会・自治会の活性化支援】区民評価結果を受けた反映結果・反映状況 

 

【加入しない理由第 1 位「加入する必要性が感じられないから」という層に対

するアプローチ】 

町会・自治会は行政と一緒に地域のために災害時の避難所運営や防犯・防火パ

トロール、美化活動など多様な地域活動に取り組む唯一の団体であり、「加入す

る必要性が感じられないから」という層も含め多くの方に、まずは町会・自治会

について知ってもらう必要があると考えている。そのため、区内を走行するバス

車内への加入促進ポスターの掲示を行うとともに転入手続きの窓口や町会・自

治会の加入勧誘で配布している「はじめての足立区町会・自治会」リーフレット

を住区センターや保健センター等への配架依頼を新たに行い、多くの方に知っ

てもらえるように取り組んでいく。さらに、昨年度開始した「活動周知・未加入

世帯への加入勧奨チラシの印刷助成」は、令和６年度は１２月５日現在、１８団

体に活用いただいている。町会・自治会の活動内容などの周知や加入勧奨のため

のツールとして用意した助成事業のため、多くの団体に活用いただけるように

促し、支援を行っていく。 

 

【デジタル回覧板対応機器購入助成金の出し方、運営面への具体的なサポート、

受け取り側への周知やツールの整備】 

令和６年度から新たに開始したデジタル回覧板対応機器購入助成は、機器の

設定も必要な場合は助成対象とし、運用については多くの方が利用しているメ

ールや LINE、ホームページへの掲載を想定している。すぐに全ての町会・自治

会で活用することは難しいが、デジタル対応へのきっかけづくりや紙媒体での

回覧板以外の選択肢のひとつになると考えている。なお、運用面のサポートにつ

いては、既存の都の支援事業を紹介するなど導入後の支援も必要に応じて行っ

ている。 

 

【加入率の少ない団体を重点団体と据えて積極的に施策活用を促すなど加入率

を底上げする指標の検討】 

加入勧誘活動は町会・自治会が行う活動で役員の方が主に担っているが、加入

申込書だけでの勧誘は訪問しづらいとの声をいただいた。今年度より訪問時の

勧誘活動を支援し、きっかけづくりや町会・自治会名を PR するための加入勧誘

時配付物品について助成を開始した。加入率の少ない団体を捉えてのものでは

ないが、全ての町会・自治会の勧誘活動を活発化させるための支援を行うととも

に、引き続き町会・自治会のご意見を伺いながら、その町会・自治会に合った支

援を行っていく。また、指標については現在の指標が最終的には加入率の底上げ
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につながると考えて設定しているが、より良い指標について検討していく。 

 

【「町会・自治会に加入していると、区役所担当の勉強会に参加できる、意見も

伝えられる」などの魅力的な仕組みづくりや加入していることのお得感を出す

など、町会・自治会と足立区双方にとってのメリットの検討】 

区が何か新しい事業を行う場合は、地域の会長会議での説明や町会・自治会員

には回覧板、掲示板で周知を行うことでより緊密な関係が築けるように取り組

んでいる。情報提供することで会長や地域からご意見やご質問をいただくこと

ができ、意見交換の場にもなるため、結果的に双方にとってメリットがあると考

える。一方、会員であることのメリットを目に見える形で提供することは課題で

あるが、顔の見える関係づくりは災害時の避難所での安心感や地域での安全・安

心にも繋がるので、引き続き区民事務所が調整役を行い町会・自治会の支援に取

り組んでいく。 

 

【区民全員が何らかの活動に参加できるよう参加の場を増やす取組（町会・自治

会加入有無に関わらず、区民の参加ハードルを下げて「地域活動に参加しやすい

足立区」となるような区民参画施策へのリニューアルを提言）】 

町会・自治会の活動支援は、当事業で行っている助成事業だけでなく、様々な

事業毎にそれぞれの担当所管課でも活動への支援を行っている。当事業で行っ

ている町会・自治会への支援は、町会・自治会活動の基礎的な部分であり、地域

への情報提供や周知を行うための掲示板設置助成、災害時の資機材を収容する

防災倉庫設置助成、地域の交流や賑わいを創出するイベント助成等がある。今後

も区の最大のパートナーである町会・自治会活動の基礎的な部分の支援を継続

して行っていく。なお、本施策の対象は、町会・自治会であるため、区民全員に

対する施策へのリニューアルはできないと考える。 
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直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

【
事

業
の

概
要

】
１

　
学

長
会

議
、

実
務

者
会

議
を

実
施

す
る

【
活

動
-
1
】

２
　

各
大

学
と

連
携

し
て

行
う

事
業

の
サ

ポ
ー

ト
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

　
行

う
【
活

動
-
2
、

3
】

３
　

大
学

生
地

域
活

動
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
な

ど
で

、
地

域
、

区
内

企
　

業
、

大
学

生
が

交
流

す
る

場
を

提
供

す
る

【
活

動
-
3
】

４
　

大
学

と
の

リ
レ

ー
企

画
と

し
て

、
講

座
等

を
実

施
す

る
【
活

動
-
3
】

５
　

連
携

事
業

に
関

す
る

S
N

S
発

信
な

ど
で

、
区

民
に

Ｐ
Ｒ

す
る

【
活

　
動

-
3
】

　
区

と
大

学
、

区
民

と
大

学
の

交
流

が
深

ま
る

こ
と

で
大

学
を

身
近

に
感

じ
る

区
民

が
増

え
る

単
位

②
活

動
指

標
実

績
達

成
状

況
④

成
果

指
標

年
度

年
度

R
4

％
事 業

最
終

目
標

R
4

R
5

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

2
0

順
調

【
最

終
成

果
】

大
学

を
身

近
に

感
じ

る
と

思
う

区
民

の
割

合

4
.6

4
.7

年
度

点
-

9
2
%

実
績

【
中

間
成

果
-
1
】

参
加

者
満

足
度

単
位

単
位

達
成

2
0
2

-

【
活

動
-
2
】

関
係

課
連

絡
会

の
実

施
回

数

目
標

3
3

2

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

六
大

学
連

携
事

業
全

体
の

参
加

者
数

9
9
%

1
0
0
%

達
成

率

順
調

達
成

率

【
活

動
-
1
】

六
大

学
学

長
会

議
・

実
務

者
会

議
開

催
数

目
標

4
4

4

順
調

【
中

間
成

果
-
３

】
大

学
連

携
事

業
に

参
加

し
た

い
と

答
え

た
区

民
の

割
合

％

1
5

-

1
3
5
%

1
5
0

1
5
0

8
5
%

目
標

1
8
0

実
績

1
5
3

1
7
8

1
8
0

-

5
.0

【
活

動
-
3
】

大
学

Ｐ
Ｒ

・
連

携
事

業
の

情
報

発
信

1
5

1
5

達
成

実
績

-
6
8
.0

-

達
成

率
-

4
5
3
%

外
的
な

要
因

大
行

政
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

R
5

庁
内

評
価

結
果

4
4
.5

4
.5

4
.5

区
民

評
価

結
果

4
.5

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
学

校
に

よ
り

参
加

者
数

等
の

差
は

あ
る

も
の

の
、

リ
マ

イ
ン

ド
メ

ー
ル

で
無

断
キ

ャ
ン

セ
ル

を
大

き
く
減

ら
す

等
の

努
力

も
あ

り
、

事
業

目
的

を
果

た
す

た
め

の
活

動
、

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
。

　
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
コ

ン
サ

ー
ト

な
ど

、
満

足
度

の
高

い
企

画
を

実
施

し
た

点
や

、
文

教
大

の
「
ド

ロ
ー

ン
を

飛
ば

そ
う

」
な

ど
、

申
込

者
の

多
い

人
気

企
画

を
実

施
し

た
点

は
評

価
で

き
る

。
リ

レ
ー

企
画

を
活

用
し

た
新

た
な

講
座

の
開

拓
に

も
期

待
し

た
い

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

大
学

生
地

域
活

動
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

、
大

学
間

の
連

携
の

た
め

、
学

生
主

体
の

活
動

に
も

繋
げ

よ
う

と
し

て
い

る
こ

と
は

、
事

業
の

方
向

性
と

し
て

妥
当

で
あ

る
。

今
後

も
学

生
主

体
の

活
動

を
拡

充
し

て
欲

し
い

。
　

区
民

が
大

学
を

身
近

に
感

じ
、

あ
ら

ゆ
る

世
代

が
参

画
を

望
め

ば
大

学
を

通
し

て
必

要
な

知
識

や
経

験
が

で
き

る
機

会
を

、
今

後
も

各
大

学
が

創
出

で
き

る
よ

う
、

区
は

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
や

支
援

に
努

め
て

欲
し

い
。

特
に

、
認

知
度

向
上

の
た

め
の

Ｐ
Ｒ

や
周

知
が

区
に

求
め

ら
れ

て
い

る
と

思
う

た
め

、
引

き
続

き
十

分
な

発
信

を
行

っ
て

欲
し

い
。

4
.5

【
学

生
が

主
体

と
な

っ
た

活
動

の
支

援
】

未
来

大
生

と
帝

科
大

生
に

よ
る

商
品

開
発

企
画

に
対

し
、

区
内

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
や

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
な

ど
、

伴
走

型
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

昨
年

に
引

き
続

き
大

学
祭

の
実

行
委

員
を

集
め

た
交

流
会

を
開

催
し

、
他

大
学

の
学

生
同

士
が

つ
な

が
る

き
っ

か
け

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
学

生
が

主
体

的
に

活
動

で
き

る
よ

う
、

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

【
幅

広
い

世
代

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
リ

レ
ー

企
画

】
未

就
学

児
や

小
学

生
、

保
護

者
な

ど
、

幅
広

い
世

代
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
、

大
学

の
特

長
を

生
か

し
た

企
画

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

こ
れ

ま
で

関
わ

り
が

な
か

っ
た

学
部

と
つ

な
が

り
、

多
分

野
に

わ
た

る
テ

ー
マ

を
設

定
で

き
る

よ
う

、
各

大
学

と
調

整
し

て
い

く
。

【
多

様
な

手
法

に
よ

る
P

R
】

区
と

大
学

の
連

携
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

、
区

H
P

や
S
N

S
を

使
っ

て
月

に
1
回

の
ペ

ー
ス

で
周

知
し

た
ほ

か
、

大
学

の
独

自
企

画
に

つ
い

て
も

区
H

P
、

区
施

設
、

駅
ス

タ
ン

ド
を

活
用

し
、

周
知

・
P

R
に

務
め

た
。

今
後

も
引

き
続

き
認

知
度

の
向

上
に

向
け

て
、

様
々

な
手

法
に

よ
り

事
業

を
発

信
し

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
活

動
①

】
学

長
会

議
は

台
風

の
影

響
に

よ
り

中
止

。
実

務
者

会
議

は
、

7
月

、
1
1
月

、
3
月

に
実

施
。

事
務

担
当

者
が

一
同

に
集

ま
る

こ
と

で
、

各
大

学
の

情
報

を
共

有
し

意
見

交
換

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
活

動
②

③
】
令

和
4
年

度
中

に
実

施
予

定
だ

っ
た

区
長

報
告

会
を

5
月

に
実

施
し

た
ほ

か
、

大
学

連
携

事
業

に
関

わ
る

7
つ

の
所

管
課

と
の

連
絡

会
を

7
月

と
2
月

に
開

催
し

た
。

講
座

で
当

日
キ

ャ
ン

セ
ル

を
防

ぐ
工

夫
や

落
選

者
へ

の
他

講
座

の
紹

介
な

ど
、

効
果

が
あ

っ
た

取
組

み
や

各
課

の
課

題
、

対
応

策
を

共
有

す
る

こ
と

で
、

今
後

の
事

業
に

生
か

せ
る

内
容

と
な

っ
た

。
【
直

接
成

果
①

②
】

連
携

事
業

数
と

参
加

者
数

に
つ

い
て

は
、

藝
大

1
0
事

業
3
4
,1

9
0
人

、
未

来
大

3
6
事

業
5
,7

7
1
人

、
文

教
大

4
3
事

業
5
,0

0
8
人

、
帝

科
大

4
2
事

業
2
,6

2
0
人

、
電

大
2
1
事

業
1
,1

0
6
人

、
放

大
3
事

業
6
3
人

、
複

数
大

学
2
3
事

業
4
,1

2
2
人

と
な

っ
た

。
学

長
会

議
で

課
題

と
な

っ
た

大
学

間
の

学
生

交
流

の
機

会
創

出
で

は
、

新
た

に
各

大
学

の
学

園
祭

実
行

委
員

の
交

流
会

を
開

催
。

学
園

祭
実

施
に

向
け

た
事

前
の

情
報

交
換

及
び

終
了

後
の

課
題

を
共

有
す

る
こ

と
で

交
流

を
促

進
し

た
。

ま
た

、
高

大
連

携
で

は
、

青
井

高
校

と
帝

科
大

を
つ

な
ぎ

、
青

井
高

校
（
1
～

3
年

生
）
の

学
生

に
向

け
た

キ
ャ

ン
パ

ス
の

見
学

や
模

擬
授

業
の

体
験

が
実

現
し

た
。

見
学

し
た

3
年

生
（
4
人

）
の

内
、

2
名

が
帝

科
大

に
進

学
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
直

接
成

果
③

】
文

教
大

「
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

で
ド

ロ
ー

ン
を

飛
ば

そ
う

」
定

員
4
0
名

・
申

込
1
,0

2
5
名

、
帝

科
大

「
認

知
症

予
防

 運
動

の
ス

ス
メ

」
定

員
4
0
名

・
申

込
4
6
名

、
電

大
「
電

池
の

ナ
ゾ

を
解

き
明

か
そ

う
」
定

員
4
0
名

・
申

込
2
7
6
名

。
企

画
に

つ
い

て
区

か
ら

大
学

に
提

案
・
協

議
し

、
区

民
ニ

ー
ズ

を
と

ら
え

た
内

容
に

し
た

こ
と

が
申

込
者

増
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
令

和
4
年

度
は

無
断

キ
ャ

ン
セ

ル
が

3
6
件

発
生

し
た

こ
と

を
受

け
、

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

リ
マ

イ
ン

ド
メ

ー
ル

に
よ

る
対

策
を

実
施

。
す

べ
て

の
企

画
を

合
わ

せ
て

キ
ャ

ン
セ

ル
を

1
件

に
抑

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
中

間
成

果
①

】
藝

大
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

コ
ン

サ
ー

ト
や

各
大

学
の

児
童

向
け

の
体

験
講

座
が

特
に

満
足

度
が

高
く
、

昨
年

度
よ

り
0
.1

ポ
イ

ン
ト

増
の

4
.7

点
と

な
っ

た
。

【
中

間
成

果
②

③
】

あ
だ

ち
広

報
や

区
民

ま
つ

り
で

ニ
ー

ズ
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
3
,4

0
0
件

以
上

の
回

答
を

集
め

た
。

大
学

連
携

事
業

を
知

っ
て

い
る

割
合

及
び

大
学

連
携

事
業

に
参

加
し

た
い

割
合

が
目

標
値

を
超

え
る

結
果

と
な

っ
た

。
集

計
結

果
は

今
後

の
事

業
に

生
か

し
て

も
ら

う
た

め
、

大
学

や
庁

内
関

係
部

署
に

も
共

有
し

た
。

1
　

学
長

会
議

・
実

務
者

会
議

　
  

学
長

会
議

は
各

学
長

の
説

明
が

メ
イ

ン
と

な
り

、
活

発
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

が
で

き
て

い
な

い
た

め
、

工
夫

 す
る

必
要

が
あ

る
。

2
　

連
携

講
座

  
  

庁
内

各
課

の
事

業
は

対
象

者
と

内
容

が
決

ま
っ

て
い

る
た

め
、

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
新

規
事

業
の

 導
入

が
困

難
ま

た
は

時
間

が
か

か
る

。
3
　

事
業

の
充

実
・
見

せ
る

化
　

　
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S
N

S
な

ど
、

主
に

デ
ジ

タ
ル

媒
体

を
活

用
し

連
携

事
業

を
P

R
し

て
き

た
が

、
区

民
が

よ
り

多
様

な
媒

体
か

ら
情

報
を

知
り

、
参

加
し

た
い

講
座

等
を

選
択

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
4
　

大
学

生
地

域
活

動
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
  

  
交

流
会

は
大

学
生

か
ら

非
常

に
好

評
で

、
お

互
い

の
情

報
共

有
や

意
見

交
換

が
活

発
に

行
わ

れ
た

。
次

の
 ス

テ
ッ

プ
と

し
て

、
各

大
学

の
学

生
が

主
体

と
な

っ
た

ア
ク

シ
ョ

ン
に

発
展

さ
せ

た
い

。

※
【
直

接
成

果
-
3
】
リ

レ
ー

企
画

参
加

者
数

：
各

大
学

の
特

長
を

活
か

し
た

講
演

会
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
の

イ
ベ

ン
ト

を
大

学
か

ら
大

学
へ

リ
レ

ー
し

て
い

く
企

画
に

参
加

し
た

総
人

数
（
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
課

自
主

事
業

）
※

【
中

間
成

果
-
1
】
参

加
者

満
足

度
：
連

携
事

業
の

参
加

者
満

足
度

（
5
段

階
評

価
）
の

平
均

点
⇒

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

が
可

能
な

事
業

（
講

座
、

イ
ベ

ン
ト

）
を

対
象

と
す

る
。

【
短

期
】

1
　

学
長

会
議

・
実

務
者

会
議

  
  

活
発

な
意

見
交

換
が

で
き

る
テ

ー
マ

や
実

施
方

法
を

ホ
ス

ト
校

と
十

分
協

議
し

て
い

く
。

2
　

連
携

講
座

  
  

区
民

ニ
ー

ズ
が

あ
る

企
画

に
つ

い
て

は
、

区
か

ら
大

学
に

提
案

し
協

議
し

な
が

ら
大

学
連

携
担

当
が

行
う

事
業

の
　

リ
レ

ー
企

画
を

試
行

の
場

と
し

て
も

活
用

し
て

い
く
。

3
　

事
業

の
充

実
・
見

せ
る

化
　

　
S
N

S
な

ど
の

発
信

に
加

え
、

大
学

連
携

事
業

全
体

を
P

R
す

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

す
る

な
ど

、
デ

ジ
タ

ル
と

紙
　

の
両

方
で

認
知

度
を

さ
ら

に
高

め
て

い
く
。

4
　

大
学

生
地

域
活

動
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
  

  
大

学
間

の
連

携
に

意
欲

を
持

つ
学

生
を

支
援

し
、

学
生

主
体

の
活

動
に

つ
な

げ
る

。
そ

の
際

は
、

大
学

生
地

域
　

活
動

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

登
録

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
も

視
野

に
入

れ
、

多
方

面
に

わ
た

る
交

流
を

促
進

す
る

。

【
中

・
長

期
】

  
 大

学
、

地
域

、
企

業
、

区
を

つ
な

ぐ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

や
支

援
を

継
続

し
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
切

れ
目

な
く
、

各
大

学
の

特
色

を
生

か
し

た
知

識
や

技
術

を
区

民
に

提
供

し
て

い
く
こ

と
で

、
大

学
を

身
近

に
感

じ
る

区
民

を
増

や
し

て
い

く
。

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価
中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

5
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
職

員
研

修
事

業
人

権
意

識
向

上
事

務

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

4
,
3
5
7

5
,
3
7
1

3
,
5
8
9

4
,
3
5
7

税
外

収
入

職
員

研
修

事
業

人
権

意
識

向
上

事
務

千
円

千
円

千
円

3
,4

9
7

9
3

1
1
,
6
1
6

【
活

動
-
4
】

実
績

-
-

達
成

率
#
D

IV
/
0
!

#
D

IV
/
0
!

達
成

率
#
D

IV
/
0
!

目
標

【
直

接
成

果
-
4
】

目
標

#
D

IV
/
0
!

1
1
,
7
1
5

総
事

業
費

(a
+
b)

1
6
,
9
8
7

接
客

ス
キ

ル
の

向
上

1
5
,
3
0
4

令
和

５
年

度
の

来
庁

者
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
基

に
、

接
客

の
際

の
説

明
や

丁
寧

な
お

見
送

り
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
令

和
６

年
度

の
研

修
に

活
か

し
て

い
く
。

ま
た

、
令

和
5
年

度
は

接
客

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

改
訂

し
た

ほ
か

、
４

年
ぶ

り
に

「接
客

リ
ー

ダ
ー

研
修

」
を

実
施

す
る

と
と

も
に

「
管

理
職

あ
い

さ
つ

励
行

」
で

は
新

規
採

用
職

員
等

が
参

加
す

る
こ

と
で

、
接

客
の

基
本

で
あ

る
あ

い
さ

つ
の

徹
底

を
図

っ
た

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
6
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.5

で
は

、
あ

ら
ゆ

る
形

態
の

汚
職

や
贈

賄
を

大
幅

に
減

少
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

。
事

故
・
ミ

ス
の

未
然

防
止

を
図

る
こ

と
で

、
事

務
の

適
正

化
が

進
め

ら
れ

る
と

と
も

に
、

研
修

等
の

職
員

教
育

に
よ

り
公

務
員

と
し

て
の

倫
理

観
が

高
め

ら
れ

る
こ

と
で

、
目

標
達

成
に

貢
献

し
て

い
る

。

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

実
施

済
「
ミ

ス
防

止
研

修
」
で

は
、

令
和

５
年

度
か

ら
集

合
研

修
に

戻
し

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、

各
講

義
内

容
の

動
画

編
集

を
行

い
、

集
合

研
修

に
参

加
で

き
な

か
っ

た
職

員
も

常
時

視
聴

で
き

る
仕

組
み

も
継

続
し

た
。

職
員

の
事

故
・
ミ

ス
防

止
策

の
実

践
に

向
け

た
意

識
醸

成
の

取
組

み
と

し
て

、
令

和
５

年
９

月
を

「
事

故
・
ミ

ス
ゼ

ロ
月

間
」
と

し
て

、
各

係
で

重
点

的
に

取
組

む
事

務
と

そ
の

対
策

を
自

ら
検

討
し

、
実

践
す

る
取

組
み

を
行

っ
た

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

職
員

項
目

取
組

状
況

実
施

済

事 業 の 概 要

影
響

要
因

実
績

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
3
】

接
客

力
向

上
研

修
の

受
講

者
数

目
標

2
,5

7
8

実
績

2
,2

8
7

1
,9

2
4

達
成

率
8
9
%

1
0
0
%

1
,9

2
5

4
,8

4
4

回
実

績
1
1

8
-

達
成

率
8
0
%

回

1
1
2
%

1
7
8

1
9
0

- 3
2

達
成

率

1
 事

故
・
ミ

ス
の

未
然

防
止

に
関

す
る

成
果

【
活

動
-
1
、

2
】

（
１

）
事

故
・
ミ

ス
発

生
所

管
に

お
け

る
再

発
が

無
く
な

る
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【
直

接
成

果
-
1
】

（
２

）
ミ

ス
防

止
、

公
務

員
倫

理
に

関
す

る
知

識
や

ス
キ

ル
を

学
ん

だ
　

職
員

が
増

え
る

【
直

接
成

果
-
2
】

２
　

接
客

ス
キ

ル
向

上
に

関
す

る
成

果
【
活

動
-
3
】

（
１

）
接

客
力

向
上

に
関

す
る

知
識

や
ス

キ
ル

を
学

ん
だ

職
員

が
　

増
え

る
【
直

接
成

果
-
3
】

１
　

事
故

・
ミ

ス
、

懲
戒

処
分

の
件

数
が

減
る

（
※

）
事

故
・
ミ

ス
、

懲
戒

処
分

の
実

績
集

計
方

法
変

更
　

事
故

・
ミ

ス
及

び
懲

戒
処

分
を

別
集

計
す

る
こ

と
で

、
同

一
案

件
が

重
複

集
計

さ
れ

て
い

た
。

正
し

い
集

計
を

実
施

す
る

た
め

、
今

回
よ

り
重

複
計

上
の

な
い

集
計

方
法

に
変

更
。

　
【
修

正
箇

所
】
　

Ｒ
４

実
績

・
達

成
率

　
　

実
　

 績
：
　

修
正

前
１

６
５

件
（
４

件
重

複
）
　

⇒
　

修
正

後
１

６
１

件
　

　
達

成
率

：
　

修
正

前
７

０
％

　
⇒

　
修

正
後

７
１

％
　

【
参

考
】
　

Ｒ
３

実
績

　
　

実
　

 績
：
　

修
正

前
１

５
５

件
（
５

件
重

複
）
　

⇒
　

修
正

後
：
１

５
０

件
　

　
達

成
率

：
　

修
正

前
８

１
％

　
⇒

　
修

正
後

８
３

％

２
　

職
員

の
接

客
力

が
向

上
す

る

区
政

に
対

す
る

区
民

の
信

頼
が

向
上

し
、

区
民

が
満

足
で

き
る

区
政

運
営

が
行

え
て

い
る

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑭
戦

略
的

か
つ

効
果

的
な

行
政

運
営

を
行

う
重

点
項

目
区

民
か

ら
の

信
頼

を
高

め
ら

れ
る

人
材

の
育

成
記

入
所

属
行

財
政

ガ
バ

ナ
ン

ス
担

当
課

ガ
バ

ナ
ン

ス
担

当
区

民
の

声
相

談
課

区
民

の
声

担
当

人
事

課
人

材
育

成
係

事
業

名
№

3
8
「
組

織
能

力
の

向
上

と
組

織
風

土
の

改
善

」
協

働 ・
協

創

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.
5

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
故

ミ
ス

の
未

然
防

止
内

容

区
政

に
対

す
る

区
民

の
信

頼
向

上

地
方

自
治

法
に

則
っ

た
内

部
統

制
制

度
に

よ
る

リ
ス

ク
管

理
を

進
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

事
故

・
ミ

ス
に

つ
い

て
は

、
真

因
を

見
つ

け
適

切
な

対
応

策
を

講
じ

る
こ

と
で

、
再

発
を

防
止

す
る

。
ま

た
、

公
務

員
と

し
て

の
倫

理
観

や
区

民
の

満
足

度
を

高
め

る
接

客
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

研
修

を
繰

り
返

し
実

施
す

る
。

・
特

に
な

し

・
緊

急
、

重
大

案
件

の
頻

発
に

  
よ

る
業

務
の

逼
迫

・
来

庁
者

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
者

の
  

状
況

・
世

論
調

査
回

答
者

の
状

況
・
区

の
組

織
や

職
員

の
対

応
以

外
  

の
要

因
に

よ
る

影
響

0
0

0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

【
事

業
の

概
要

】
１

 事
故

・
ミ

ス
の

未
然

防
止

に
向

け
た

活
動

（
１

）
事

故
・
ミ

ス
発

生
時

に
お

け
る

担
当

所
管

へ
の

「
調

査
・
分

析
・

　
提

言
等

」
の

実
施

【
活

動
-
1
】

（
２

）
ミ

ス
防

止
研

修
、

公
務

員
倫

理
研

修
、

研
修

推
進

員
等

を
通

じ
た

注
意

喚
起

等
の

実
施

【
活

動
-
2
】

２
　

接
客

ス
キ

ル
の

向
上

に
向

け
た

活
動

（
１

）
接

客
力

向
上

研
修

の
実

施
【
活

動
-
3
】

単
位

単
位

％
件 人 人

件 点

達
成

状
況

④
成

果
指

標

7
4

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

R
4

R
5

実
績

【
中

間
成

果
-
1
】

事
故

・
ミ

ス
、

懲
戒

処
分

の
件

数

1
1
5

1
3
2

9
9

5
2

や
や

順
調

達
成

率
8
5
%

8
9
%

7
9
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

事
故

・
ミ

ス
発

生
所

管
へ

の
「
調

査
・
分

析
・
提

言
等

」
の

延
べ

実
施

回
数

8
3

-

目
標

2
2
6

1
7
0

1
5
0

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
重

点
分

野
（
発

生
件

数
上

位
）
の

事
故

・
ミ

ス
件

数

目
標

6
3

実
績

9
2

6
8
%

6
7

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

1
6
1

1
5
5

-

7
1
%

9
0

9
0

-

-
実

績
9
4

達
成

率

9
3

※
④

中
間

成
果

自
体

が
、

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

に
直

接
寄

与
す

る
成

果
で

あ
る

た
め

、
本

調
書

に
限

り
、

⑤
の

最
終

成
果

を
⑥

と
同

一
の

も
の

と
す

る
。

回

達
成

率
1
0
6
%

1
2
7
%

-

【
活

動
-
2
】

ミ
ス

防
止

研
修

、
公

務
員

倫
理

研
修

等
の

実
施

回
数

目
標

2
8

2
9

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

ミ
ス

防
止

研
修

、
公

務
員

倫
理

研
修

等
の

受
講

者
数

3
,9

2
3

3
,7

7
7

実
績

【
活

動
-
3
】

接
客

力
向

上
研

修
の

実
施

回
数

目
標

1
3

達
成

-

8
5
%

1
0
4
%

1
0
3
%

達
成

8
,3

1
7

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

来
庁

者
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄに

お
け

る
職

員
の

接
客

態
度

に
対

す
る

評
価

の
平

均
点

9
0

1
0

1
1

1
1
4
%

1
0
3
%

3
2

3
0

-
実

績
4
,1

7
6

4
,8

0
0

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

R
5

庁
内

評
価

結
果

3
.5

3
.5

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

4

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
（
活

動
1
・
2
、

直
接

成
果

1
・
2
、

中
間

成
果

1
）
重

点
分

野
の

事
故

・
ミ

ス
件

数
は

前
年

度
か

ら
９

件
減

少
し

、
中

で
も

「
印

刷
物

等
の

誤
植

」
は

前
年

度
比

４
５

％
減

と
な

り
重

点
分

野
か

ら
外

れ
る

な
ど

一
定

程
度

の
活

動
の

成
果

は
見

ら
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
個

人
情

報
の

漏
洩

・
紛

失
等

は
微

増
、

交
通

違
反

・
事

故
に

至
っ

て
は

前
年

度
比

３
３

％
増

と
課

題
が

残
る

。
研

修
・
再

発
防

止
策

の
提

言
等

に
よ

り
得

ら
れ

た
取

組
が

職
員

に
と

っ
て

日
常

化
す

る
こ

と
が

成
果

達
成

状
況

に
も

影
響

す
る

こ
と

か
ら

、
継

続
し

た
職

員
の

意
識

啓
発

と
と

も
に

、
研

修
受

講
者

の
そ

の
後

の
ミ

ス
・
事

故
発

生
状

況
の

確
認

な
ど

研
修

の
効

果
を

追
跡

把
握

し
て

い
く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

　
（
活

動
3
、

直
接

成
果

3
、

中
間

成
果

2
）
来

庁
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

職
員

の
接

客
態

度
に

対
す

る
評

価
は

平
均

点
が

９
０

点
（
満

点
１

０
０

）
を

超
え

た
状

態
を

維
持

し
て

お
り

高
く
評

価
で

き
る

が
、

区
民

の
声

に
お

け
る

接
客

苦
情

が
高

止
ま

り
し

て
い

る
状

況
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
ア

ン
ケ

ー
ト

分
析

に
よ

っ
て

把
握

さ
れ

た
課

題
「
正

確
な

情
報

提
供

」
、

「
相

手
の

理
解

度
に

あ
わ

せ
た

簡
潔

な
説

明
」
、

「丁
寧

な
お

見
送

り
」
の

解
決

に
向

け
た

取
組

に
注

力
し

、
引

き
続

き
接

客
力

の
維

持
・
向

上
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

研
修

目
的

・
内

容
の

明
確

化
や

、
動

画
視

聴
の

活
用

に
よ

る
受

講
生

の
利

便
性

向
上

な
ど

に
よ

り
研

修
受

講
者

は
増

加
傾

向
に

あ
り

、
職

員
の

取
組

姿
勢

も
高

ま
っ

て
き

て
い

る
と

評
価

す
る

。
業

務
が

複
雑

・
多

様
化

す
る

中
で

、
事

故
・
ミ

ス
を

未
然

に
防

い
で

い
く
た

め
に

は
、

常
に

新
し

い
視

点
を

取
り

入
れ

つ
つ

見
直

し
を

行
い

な
が

ら
取

組
を

継
続

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

研
修

内
容

の
理

解
と

実
践

が
進

ん
で

い
る

か
の

把
握

な
ど

効
果

検
証

を
踏

ま
え

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
続

け
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

　
近

年
、

増
加

傾
向

に
あ

る
会

計
年

度
任

用
職

員
を

含
め

た
全

庁
的

な
対

応
力

の
強

化
を

図
っ

て
い

く
た

め
に

は
、

計
画

的
な

研
修

受
講

体
制

の
構

築
が

必
須

で
あ

る
が

、
非

常
勤

職
員

へ
の

研
修

体
制

が
見

え
づ

ら
い

。
会

計
年

度
任

用
職

員
の

懲
戒

処
分

事
例

が
微

増
し

て
い

る
点

の
検

証
を

含
め

、
今

後
の

対
策

を
打

ち
出

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

3
.5

【
事

故
・
ミ

ス
の

防
止

に
つ

い
て

】
・
事

故
発

生
時

に
は

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

担
当

課
に

よ
る

該
当

所
属

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

実
施

、
「
事

故
対

応
・
是

正
報

告
書

」
に

よ
る

再
発

防
止

策
の

実
施

状
況

報
告

の
依

頼
等

を
行

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

を
通

じ
て

事
故

・
ミ

ス
の

原
因

を
究

明
す

る
中

で
、

事
故

を
起

こ
し

て
し

ま
っ

た
職

員
の

研
修

受
講

状
況

及
び

具
体

的
な

実
践

状
況

の
把

握
に

つ
い

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
。

・
「
令

和
６

年
度

特
に

注
意

す
べ

き
事

故
・
ミ

ス
へ

の
対

策
」
と

し
て

、
個

人
情

報
漏

え
い

対
策

や
収

入
・
支

出
等

に
関

す
る

誤
り

対
策

を
各

課
で

策
定

、
実

践
す

る
取

組
み

を
行

っ
た

。
ま

た
、

令
和

５
年

度
か

ら
開

始
し

た
「
事

故
・
ミ

ス
ゼ

ロ
月

間
」
を

、
８

月
と

１
月

の
年

２
回

に
拡

充
実

施
し

た
。

・
ミ

ス
防

止
研

修
に

つ
い

て
は

、
毎

年
ミ

ス
事

例
の

更
新

を
行

う
と

と
も

に
、

講
義

最
後

に
理

解
度

確
認

テ
ス

ト
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
短

期
的

に
効

果
検

証
を

行
っ

て
い

る
。

今
後

は
、

テ
ス

ト
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト

の
詳

細
結

果
を

登
壇

講
師

に
共

有
す

る
こ

と
で

、
研

修
の

理
解

と
実

践
が

進
ん

で
い

る
か

長
期

的
な

視
点

で
効

果
検

証
し

て
い

く
と

と
も

に
、

次
年

度
の

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

強
化

に
つ

な
げ

て
い

く
。

・
勤

務
内

容
・
時

間
等

が
多

種
多

様
な

会
計

年
度

任
用

職
員

に
対

し
て

は
、

引
き

続
き

、
各

希
望

制
研

修
受

講
の

促
進

や
、

職
場

研
修

支
援

等
、

各
職

員
の

状
況

に
応

じ
た

研
修

受
講

体
制

を
支

援
し

て
い

く
。

ま
た

、
懲

戒
処

分
事

例
が

微
増

し
て

い
る

点
に

つ
い

て
は

、
倫

理
意

識
の

再
徹

底
が

必
要

で
あ

る
と

捉
え

、
令

和
６

年
度

は
全

会
計

年
度

任
用

職
員

を
受

講
対

象
と

し
て

、
処

分
事

例
を

交
え

た
公

務
員

倫
理

研
修

を
実

施
し

、
受

講
生

か
ら

の
報

告
と

併
せ

て
所

属
長

コ
メ

ン
ト

を
提

出
さ

せ
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
任

用
更

新
及

び
採

用
書

類
に

服
務

規
律

徹
底

の
通

知
を

新
た

に
導

入
す

る
な

ど
、

公
務

員
と

し
て

の
当

事
者

意
識

を
強

く
持

つ
よ

う
取

り
組

ん
だ

。

【
職

員
の

接
客

力
向

上
に

つ
い

て
】

・
令

和
５

年
度

来
庁

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
分

析
に

よ
っ

て
把

握
さ

れ
た

３
つ

の
課

題
に

つ
い

て
、

６
月

に
実

施
し

た
「
接

客
あ

だ
ち

推
進

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
」
に

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

寄
せ

ら
れ

た
具

体
的

意
見

や
対

応
例

を
紹

介
し

た
。

具
体

的
意

見
に

つ
い

て
は

、
肯

定
的

に
評

価
さ

れ
た

事
例

（
良

い
例

）
と

否
定

的
に

評
価

さ
れ

た
事

例
（
悪

い
例

）
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
対

応
例

も
示

す
こ

と
で

、
課

題
解

決
を

含
む

接
客

力
の

維
持

向
上

に
努

め
て

い
る

。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
活

動
-
1
】
令

和
5
年

度
の

「
調

査
・
分

析
・
提

言
等

」
の

延
べ

実
施

回
数

は
、

事
故

・
ミ

ス
の

原
因

の
特

定
と

再
発

防
止

を
目

的
と

し
た

事
故

発
生

所
管

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

1
9
0
回

（
1
件

当
た

り
平

均
1
.5

回
）
実

施
し

、
目

標
を

達
成

し
た

。
令

和
６

年
度

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
目

標
実

施
回

数
は

、
令

和
5
年

度
の

実
績

及
び

基
本

計
画

の
令

和
6
年

度
の

事
故

・
ミ

ス
の

目
標

値
（
9
9
件

）
を

踏
ま

え
、

15
0
回

と
し

た
。

【
活

動
-
2
】
当

初
想

定
し

て
い

た
研

修
に

つ
い

て
、

単
独

で
の

実
施

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

研
修

実
施

回
数

の
減

が
あ

っ
た

も
の

の
、

当
該

内
容

を
取

り
入

れ
た

ミ
ス

防
止

研
修

に
お

い
て

、
動

画
研

修
の

み
で

は
な

く
集

合
研

修
で

の
実

施
も

実
現

し
た

こ
と

等
に

よ
り

、
目

標
を

達
成

し
た

。
【
活

動
-
3
】
接

客
力

向
上

研
修

の
実

施
回

数
は

、
「
新

任
６

～
接

客
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

～
」
研

修
の

会
場

確
保

が
で

き
ず

中
止

と
な

っ
た

た
め

目
標

を
や

や
下

回
っ

た
。

な
お

、
同

研
修

は
令

和
６

年
度

か
ら

特
別

区
研

修
所

実
施

の
研

修
に

組
み

替
え

る
た

め
、

目
標

値
は

減
に

な
る

。

【
直

接
成

果
-
1
】
令

和
5
年

度
の

重
点

分
野

の
事

故
・
ミ

ス
件

数
は

8
3
件

と
前

年
度

よ
り

9
件

減
少

し
た

。
内

訳
と

し
て

は
「
収

入
・
支

出
の

誤
り

」
は

1
4
件

（
△

6
件

）
に

減
少

し
、

「
印

刷
物

等
の

誤
植

」
1
1
件

（
△

9
件

）
は

重
点

分
野

か
ら

外
れ

た
。

チ
ェ

ッ
ク

方
法

に
関

す
る

動
画

視
聴

の
推

奨
、

継
続

し
た

注
意

喚
起

等
の

効
果

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

他
方

、
「
個

人
情

報
の

漏
え

い
・
紛

失
等

」
は

3
4
件

（
2
件

増
）
で

、
誤

封
入

（
8
件

）
、

誤
交

付
（
5
件

）
、

委
託

事
業

者
に

よ
る

事
故

（
1
4
件

）
が

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

「道
交

法
違

反
・
車

両
破

損
」
は

3
5
件

（
△

5
件

）
で

、
公

用
車

の
車

両
破

損
が

1
1
件

（
△

1
1
件

）
と

減
少

す
る

一
方

、
交

通
違

反
・
事

故
は

2
4
件

（
6
件

増
）
と

な
っ

た
。

【
直

接
成

果
-
2
】
財

務
に

係
る

事
務

等
に

関
す

る
事

故
・
ミ

ス
防

止
の

徹
底

の
た

め
、

対
象

事
務

に
従

事
す

る
職

員
等

を
対

象
に

「
根

拠
等

と
の

突
合

法
」
等

に
関

す
る

研
修

（
任

意
）
、

入
札

関
係

の
事

故
を

防
止

す
る

た
め

、
全

て
の

管
理

職
員

及
び

係
長

級
職

員
を

対
象

に
「
入

札
犯

罪
と

法
規

制
の

概
要

研
修

」
を

実
施

し
た

こ
と

に
伴

い
、

受
講

者
数

は
目

標
を

上
回

っ
た

。
令

和
6
年

度
に

つ
い

て
は

、
公

務
員

倫
理

等
の

内
容

を
含

む
「
会

計
年

度
任

用
職

員
」
研

修
に

お
い

て
、

全
会

計
年

度
任

用
職

員
が

受
講

対
象

者
と

な
る

年
度

で
あ

る
た

め
、

目
標

値
が

大
幅

に
増

と
な

っ
て

い
る

。
【
直

接
成

果
-
3
】
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

研
修

も
あ

っ
た

が
、

「
職

員
と

し
て

の
心

構
え

」
研

修
等

、
当

初
想

定
し

て
い

た
受

講
者

数
よ

り
増

と
な

っ
た

研
修

も
あ

っ
た

た
め

受
講

者
数

は
目

標
を

達
成

し
た

。

【
事

故
・
ミ

ス
防

止
に

つ
い

て
】

・
令

和
５

年
度

の
事

故
・
ミ

ス
の

件
数

は
1
5
5
件

（
前

年
度

1
6
1
件

）
と

6
件

減
少

し
た

。
そ

の
う

ち
懲

戒
処

分
事

案
は

9
件

（
前

年
度

3
件

）
で

大
き

く
増

加
し

た
。

印
刷

物
等

の
誤

植
な

ど
、

大
き

く
減

少
し

た
事

故
も

あ
っ

た
が

、
個

人
情

報
漏

え
い

、
交

通
違

反
、

委
託

先
等

の
事

故
に

つ
い

て
は

減
少

に
至

っ
て

お
ら

ず
、

こ
れ

ら
の

問
題

分
野

に
的

を
絞

っ
た

事
故

防
止

対
策

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
懲

戒
処

分
9
件

の
内

訳
は

、
公

務
外

を
含

め
て

、
交

通
違

反
・
交

通
事

故
2
件

（
前

年
度

1
件

）
、

欠
勤

3
件

（
前

年
度

0
件

）
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

1
件

（
前

年
度

1
件

）
、

業
務

上
の

問
題

事
案

1
件

（
2
件

）
等

で
あ

り
、

常
勤

職
員

に
よ

る
も

の
が

6
件

（
前

年
度

2
件

）
、

会
計

年
度

任
用

職
員

に
よ

る
も

の
は

3
件

（
前

年
度

1
件

）
と

な
っ

て
い

る
。

会
計

年
度

任
用

職
員

も
含

め
て

公
務

員
と

し
て

の
倫

理
意

識
の

徹
底

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

・
区

民
か

ら
信

頼
さ

れ
続

け
る

た
め

に
、

公
務

員
倫

理
、

ミ
ス

防
止

研
修

等
を

継
続

的
に

実
施

し
、

公
務

員
と

し
て

の
倫

理
意

識
、

職
層

ご
と

に
求

め
ら

れ
る

適
切

な
業

務
遂

行
に

係
る

意
識

の
向

上
に

加
え

、
職

種
、

職
層

を
問

わ
ず

、
全

て
の

区
職

員
が

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

自
分

事
と

し
て

認
識

し
、

改
善

に
向

け
た

行
動

を
起

こ
す

よ
う

働
き

か
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　 【
職

員
の

接
客

力
向

上
に

つ
い

て
】
令

和
５

年
度

の
来

庁
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

分
析

結
果

で
は

、
接

客
力

向
上

に
向

け
た

課
題

と
し

て
「
正

確
な

情
報

提
供

」
や

「
相

手
の

理
解

度
に

あ
わ

せ
た

簡
潔

な
説

明
」
、

「
丁

寧
な

お
見

送
り

」
が

挙
が

っ
て

い
る

。
現

在
行

っ
て

い
る

研
修

（
新

任
職

員
研

修
、

区
民

事
務

所
職

員
研

修
、

接
客

あ
だ

ち
推

進
リ

ー
ダ

ー
研

修
）
の

内
容

に
課

題
解

決
の

た
め

の
項

目
を

組
み

入
れ

る
な

ど
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

【
短

期
】

・
引

き
続

き
事

故
発

生
所

管
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

と
再

発
防

止
策

の
策

定
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
令

和
６

年
度

は
、

誤
封

入
・
誤

交
付

、
ア

レ
ル

ギ
ー

児
・
生

徒
の

誤
食

、
交

通
違

反
・
事

故
な

ど
の

問
題

分
野

に
対

す
る

具
体

的
な

対
策

、
統

一
的

な
チ

ェ
ッ

ク
方

法
で

あ
る

根
拠

等
と

の
突

合
法

の
研

修
・
実

践
及

び
委

託
事

業
者

に
対

す
る

事
故

防
止

対
策

の
依

頼
等

を
全

庁
的

に
展

開
し

て
い

く
。

ま
た

、
令

和
５

年
度

か
ら

開
始

し
た

「
事

故
・

ミ
ス

ゼ
ロ

月
間

」
の

取
組

み
に

つ
い

て
は

、
内

容
の

検
証

と
必

要
な

見
直

し
等

を
行

っ
た

う
え

で
実

施
す

る
。

・
各

職
層

研
修

に
お

い
て

、
事

故
、

ミ
ス

等
に

関
す

る
具

体
的

な
事

例
を

用
い

て
、

職
員

一
人

ひ
と

り
が

組
織

の
業

務
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
防

止
策

を
考

え
、

積
極

的
に

行
動

す
る

よ
う

促
し

て
い

く
。

あ
わ

せ
て

、
会

計
年

度
任

用
職

員
に

お
い

て
も

、
法

令
遵

守
意

識
と

高
い

倫
理

感
を

持
つ

職
員

の
育

成
に

つ
な

が
る

研
修

を
確

実
に

実
施

す
る

こ
と

で
、

公
務

員
と

し
て

の
倫

理
意

識
を

持
つ

こ
と

の
重

要
性

を
浸

透
さ

せ
て

い
く
。

ま
た

、
職

員
の

働
き

方
の

多
様

化
に

合
わ

せ
て

、
動

画
視

聴
の

仕
組

み
等

を
活

用
し

つ
つ

、
研

修
受

講
機

会
を

確
実

に
提

供
し

て
い

く
。

・
令

和
５

年
度

に
改

訂
し

た
接

客
マ

ニ
ュ

ア
ル

で
は

、
電

話
や

窓
口

に
お

け
る

相
手

の
要

望
の

把
握

や
理

解
度

の
確

認
、

丁
寧

な
終

話
や

応
対

終
了

の
た

め
の

動
作

や
言

葉
を

ま
と

め
て

お
り

、
各

所
管

に
積

極
的

な
活

用
を

促
す

と
と

も
に

、
来

庁
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

分
析

課
題

を
ふ

ま
え

て
接

客
あ

だ
ち

推
進

月
間

の
取

り
組

み
や

接
客

研
修

を
実

施
し

て
い

く
。

【
中

・
長

期
】

・
導

入
か

ら
３

年
が

経
過

し
た

内
部

統
制

制
度

に
沿

っ
た

リ
ス

ク
評

価
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

運
用

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

他
自

治
体

の
取

り
組

み
の

調
査

や
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
り

、
現

行
制

度
の

課
題

把
握

と
必

要
な

見
直

し
を

実
施

す
る

。
・
区

民
に

寄
り

添
っ

た
接

客
の

実
現

に
向

け
て

、
区

民
の

声
や

来
庁

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
分

析
結

果
を

サ
ー

ビ
ス

ア
ッ

プ
推

進
会

議
等

で
課

題
を

共
有

・
検

討
す

る
こ

と
で

全
庁

的
な

対
応

力
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く
。

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

課
題

分
析

指
標

分
析

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価

中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 
　

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

目
標

【
活

動
-
2
】

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
の

実
施

回
数

目
標

2
4

4
や

や
遅

れ
て

い
る

【
直

接
成

果
-
2
】

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
の

有
効

回
収

率

8
0
%

4
0
0
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

世
論

調
査

に
つ

い
て

、
情

報
発

信
し

た
件

数
（
広

報
、

H
P

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

な

ど
）

目
標

4
1
5

2
0

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
世

論
調

査
の

有
効

回
収

率
件

3
2

2
1
3
%

回

単
位

単
位

％
％ ％ 日 件

％ ％

達
成

状
況

④
成

果
指

標

6
5
.0

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

R
4

R
5

影
響

要
因

・
事

件
・
事

故
、

自
然

災
害

等
の

特
殊

要
因

に
よ

る
意

見
・
要

望
の

急
増

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
対

象
と

な
る

計
画

等
の

内
容

要
望

に
沿

え
な

い
「
区

民
の

声
」
や

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

数

・
調

査
結

果
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

事
件

・
事

故
な

ど
の

社
会

情
勢

・
各

所
管

に
お

け
る

区
民

要
望

等
に

対
す

る
対

応
差

0
0

0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑭
戦

略
的

か
つ

効
果

的
な

行
政

運
営

を
行

う
重

点
項

目
的

確
な

区
民

ニ
ー

ズ
の

把
握

記
入

所
属

行
財

政
政

策
経

営
課

政
策

経
営

担
当

区
政

情
報

課
区

政
情

報
係

区
民

の
声

相
談

課
区

民
の

声
担

当

事
業

名
№

4
0
「
広

聴
機

会
の

充
実

と
区

政
へ

の
反

映
」

0
広

聴
事

業
の

充
実

に
よ

り
区

政
の

透
明

性
を

高
め

る
こ

と
で

、
協

働
・
協

創
の

原
点

で
あ

る
区

民
と

区
政

の
信

頼
関

係
を

支
え

る
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.
6

1
7
.
1
7

検
討

中
【
世

論
調

査
】
回

答
者

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
類

似
の

設
問

を
統

合
す

る
な

ど
設

問
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
調

査
の

実
施

に
際

し
て

は
調

査
へ

の
協

力
を

呼
び

か
け

る
情

報
発

信
を

充
実

さ
せ

る
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

よ
り

多
く
の

区
民

か
ら

意
見

を
い

た
だ

く
た

め
の

環
境

づ
く
り

内
容

【
事

業
の

概
要

】
■

世
論

調
査

・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
　

制
度

の
認

知
度

向
上

の
た

め
に

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し

た
お

知
ら

せ
や

事
業

Ｐ
Ｒ

を
区

民
に

向
け

て
情

報
発

信
す

る
【
活

動
-
1
、

活
動

-
2
、

活
動

-
3
】
。

ま
た

、
区

民
が

回
答

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用
）
。

■
区

民
の

声
　

メ
ー

ル
、

電
話

、
手

紙
、

面
談

等
に

よ
り

「
区

政
に

関
す

る
ご

意
見

・
ご

要
望

」
等

を
受

け
付

け
、

関
係

所
管

と
調

整
し

申
出

者
に

回
答

す
る

【
活

動
-
4
】
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

　
区

民
の

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
区

の
施

策
や

計
画

な
ど

を
策

定
す

る
際

に
期

限
を

定
め

て
事

前
に

区
民

の
意

見
を

受
け

付
け

る
。

案
件

ご
と

の
告

知
の

ほ
か

制
度

の
認

知
向

上
の

た
め

の
情

報
発

信
を

行
う

【
活

動
-
5
】
。

■
世

論
調

査
・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
　

調
査

の
認

知
度

や
関

心
度

が
向

上
す

る
こ

と
で

、
有

効
回

収
率

が
上

が
る

【
活

動
-
1
→

直
接

成
果

-
1
】
【
活

動
-
2
、

活
動

-
3
→

直
接

成
果

-
2
】

　
※

　
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
の

対
象

者
は

、
区

政
モ

ニ
タ

ー
（
2
0
0
人

）
及

び
一

般
　

　
抽

出
区

民
（
最

大
5
0
0
人

）
で

す
が

、
案

件
に

よ
っ

て
は

区
政

モ
ニ

タ
ー

の
み

ま
た

は
　

　
一

般
抽

出
区

民
の

み
を

対
象

者
と

す
る

こ
と

も
可

能
と

し
て

い
ま

す
。

■
区

民
の

声
　

関
係

所
管

と
連

携
し

て
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

で
回

答
に

要
す

る
日

数
が

短
縮

さ
れ

る
【
活

動
-
4
→

直
接

成
果

-
3
】
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

　
制

度
の

認
知

度
や

関
心

度
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

寄
せ

ら
れ

る
意

見
の

数
が

増
え

る
【
活

動
-

5
→

直
接

成
果

-
4
】
。

■
世

論
調

査
・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
　

有
効

回
収

率
の

増
加

に
よ

り
、

分
析

結
果

の
信

頼
性

が
向

上
し

、
今

後
の

事
業

に
区

民
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
■

区
民

の
声

　
迅

速
な

対
応

に
よ

り
区

民
の

声
満

足
度

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
満

足
」
と

答
え

る
人

の
割

合
が

増
え

る
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

　
意

見
反

映
件

数
が

増
え

る
こ

と
で

、
区

民
の

意
見

を
反

映
さ

せ
た

実
例

数
が

増
加

す
る

。

「
区

政
に

区
民

の
意

見
が

反
映

さ
れ

て
い

る
」
と

感
じ

る
区

民
が

増
え

る
。

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

3
5
.0

順
調

【
最

終
成

果
】

区
政

に
区

民
の

意
見

が
反

映
さ

れ
て

い
る

と
思

う
区

民
の

割
合

6
8
.2

6
5
.8

9
7
%

実
績

【
中

間
成

果
-
1
】

世
論

調
査

に
つ

い
て

、
「区

民
の

ニ
ー

ズ
や

意
識

を
把

握
す

る
う

え
で

有
効

で
あ

る
」
と

回
答

し
た

区
民

の
割

合

7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

6
5
.0

や
や

遅
れ

て
い

る
達

成
率

9
4
%

-
1
6

回

9
0
.0

9
0
.0

達
成

率
1
0
5
%

1
0
0
%

8
9
%

9
3
%

7
8
%

順
調

実
績

2
3

実
績

6
3
.0

6
5
.0

6
0
.0

6
5
.0

6
5
.0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
に

つ
い

て
、

「
区

民
の

ニ
ー

ズ
や

意
識

を
把

握
す

る
う

え
で

有
効

で
あ

る
」
と

回
答

し
た

区
民

の
割

合

9
0
.0

実
績

8
0
.5

達
成

率

8
3
.3

達
成

率
1
0
0
%

7
5
%

【
活

動
-
3
】

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
に

つ
い

て
、

情
報

発
信

し
た

件
数

（
広

報
、

H
P

、
S
N

S
な

ど
）

目
標

6
2
0

2
0

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

「
区

民
の

声
」
の

平
均

回
答

日
数

（
低

減
目

標
）

目
標

5
.0

回
実

績
2
2

2
5

実
績

4
.4

達
成

率
3
6
7
%

1
2
5
%

達
成

率
1
1
4
%

目
標

6
5
.0

実
績

5
1
.0

5
.0

5
.0

4
.4

5
1
.8

【
活

動
-
4
】

「
区

民
の

声
」
の

受
付

件
数

4
0
.0

4
0
.0

達
成

実
績

2
,7

7
1

2
,7

4
5

達
成

率
1
1
5
%

1
1
4
%

達
成

率
1
4
%

3
3
,
1
4
9

4
0
,
0
1
6

総
事

業
費

(a
+
b)

4
0
,
7
5
8

区
民

の
声

に
お

け
る

区
民

満
足

度
の

向
上

4
9
,
7
3
3

満
足

度
向

上
に

向
け

て
「
よ

り
よ

い
区

民
の

声
対

応
の

た
め

の
指

針
説

明
会

」
を

実
施

し
、

迅
速

か
つ

区
民

に
寄

り
添

っ
た

対
応

に
つ

い
て

実
例

を
示

し
説

明
す

る
と

と
も

に
、

苦
情

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

、
工

事
の

丁
寧

な
事

前
周

知
や

施
設

・
設

備
の

安
全

点
検

の
充

実
な

ど
利

用
者

や
周

辺
住

民
へ

の
配

慮
を

依
頼

し
た

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
6
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.6

で
は

、
透

明
性

の
高

い
公

共
機

関
を

目
指

し
て

お
り

、
世

論
調

査
等

の
結

果
か

ら
得

ら
れ

た
区

民
ニ

ー
ズ

を
施

策
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
は

目
的

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
で

は
、

効
果

的
な

公
的

・
官

民
・
市

民
社

会
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
推

進
を

目
指

し
て

お
り

、
区

民
の

声
に

真
摯

に
向

き
合

い
、

信
頼

を
得

る
こ

と
は

目
標

達
成

に
資

す
る

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
世

論
調

査
事

業
区

民
相

談
運

営
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
1
,
6
1
7

7
,
6
0
9

9
,
7
1
7

1
1
,
6
1
7

事 業 の 概 要

「
区

政
に

区
民

の
意

見
が

反
映

さ
れ

て
い

る
」
と

感
じ

る
区

民
が

増
え

る

世
論

調
査

集
計

等
委

託

区
民

の
ニ

ー
ズ

や
多

様
な

意
見

を
把

握
し

、
区

政
運

営
（
計

画
や

施
策

）
に

反
映

さ
せ

て
い

く
た

め
の

仕
組

み
と

し
て

、
個

別
広

聴
(区

民
の

声
)、

集
団

広
聴

(パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
)、

調
査

広
聴

(世
論

調
査

等
)を

実
施

す
る

。

区
政

モ
ニ

タ
ー

・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
事

業

区
民

の
声

運
営

業
務

千
円

千
円

千
円

6
,2

3
9

3
,3

5
2

1
2
6

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

実
施

済

【
活

動
-
5
】

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
1
案

件
実

施
あ

た
り

の
情

報
発

信
回

数
（
広

報
、

H
P

、
S
N

S
な

ど
）

回

目
標

6
.0

6
.0

6
.0

達
成

実
績

7
.5

9
.6

達
成

率
1
2
5
%

1
6
0
%

目
標

2
,4

0
0

2
,4

0
0

2
,4

0
0

【
中

間
成

果
-
3
】

「
区

民
の

声
」
に

対
す

る
満

足
度

％

8
0
.0

【
中

間
成

果
-
4
】

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
計

画
案

や
条

例
案

に
反

映
し

た
件

数

件

1
3
.0

実
績

5
.4

8
8
.3

4
0
.0

達
成

1
1
4
%

や
や

順
調

実
績

6
8
.0

6
7
.6

達
成

率
8
5
%

8
5
%

8
0
.0

8
0
.0

達
成

実
績

1
4
.0

1
4

達
成

率
1
0
8
%

1
0
8
%

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
1
件

あ
た

り
に

寄
せ

ら
れ

た
意

見
の

平
均

件
数

目
標

2
2
1
%

1
3
.0

1
3

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

■
世

論
調

査
・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
い

ず
れ

の
調

査
に

つ
い

て
も

、
情

報
発

信
の

頻
度

を
増

や
し

た
【
活

動
-
1
、

3
】
。

世
論

調
査

は
、

質
問

数
を

前
年

度
の

1
8
2
問

か
ら

1
2
8
問

に
ま

で
減

ら
し

た
結

果
、

有
効

回
収

率
【
直

接
成

果
-
1
】
が

改
善

し
た

。
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
は

、
対

象
者

の
多

い
調

査
を

行
っ

た
た

め
、

実
施

回
数

【
活

動
-
2
】
は

3
回

に
留

ま
っ

た
も

の
の

、
有

効
回

収
率

【
直

接
成

果
-
2
】
は

目
標

を
達

成
し

た
。

■
区

民
の

声
（
１

）
受

付
件

数
は

2
,7

4
5
件

で
、

令
和

４
年

度
と

同
程

度
と

な
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

以
前

は
2
,0

0
0
件

前
後

で
推

移
し

て
い

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
に

関
連

す
る

区
民

の
声

が
終

息
し

た
後

も
受

付
件

数
が

高
い

傾
向

が
続

い
て

い
る

。
（
２

）
平

均
回

答
日

数
は

、
4
.4

日
と

目
標

値
を

達
成

し
た

。
回

答
に

日
数

を
要

す
る

場
合

は
速

や
か

に
申

出
者

に
連

絡
す

る
な

ど
適

切
な

初
期

対
応

を
行

っ
て

き
た

結
果

で
あ

る
。

（
３

）
区

民
の

声
に

対
す

る
満

足
度

は
目

標
を

下
回

っ
た

。
■

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
令

和
5
年

度
は

1
1
件

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

実
施

案
件

が
あ

っ
た

。
各

担
当

課
に

募
集

チ
ラ

シ
へ

の
Q

R
コ

ー
ド

（
H

P
へ

の
リ

ン
ク

）
の

掲
載

徹
底

と
と

も
に

、
好

事
例

を
紹

介
し

つ
つ

積
極

的
な

周
知

を
促

し
た

こ
と

に
よ

り
【
活

動
5
】
は

目
標

を
上

回
っ

た
。

【
直

接
成

果
4
】
は

目
標

を
大

き
く
上

回
る

も
、

8
0
0
件

を
超

え
る

意
見

が
届

い
た

「
介

護
保

険
事

業
計

画
」
案

件
を

除
く
と

平
均

1
2
.0

件
で

あ
っ

た
。

前
年

度
よ

り
は

件
数

を
伸

ば
し

、
一

方
で

意
見

ゼ
ロ

の
案

件
も

な
か

っ
た

。
結

果
、

【
中

間
成

果
4
】
の

と
お

り
貴

重
な

意
見

を
着

実
に

計
画

等
へ

反
映

す
る

こ
と

が
で

き
た

ほ
か

、
今

後
の

事
業

構
築

に
あ

た
り

参
考

と
な

る
多

数
の

意
見

も
い

た
だ

い
た

。

■
世

論
調

査
・
世

論
調

査
（
小

規
模

調
査

）
・
世

論
調

査
の

有
効

回
収

率
【
直

接
成

果
-
1
】
は

改
善

し
た

も
の

の
、

年
代

・
性

別
の

内
訳

を
見

る
と

、
5
0

代
以

上
の

女
性

以
外

は
い

ず
れ

も
目

標
で

あ
る

6
5
％

を
下

回
っ

て
お

り
、

年
齢

の
低

い
層

ほ
ど

回
収

率
が

低
い

。
ま

た
、

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
の

有
効

回
収

率
【
直

接
成

果
-
2
】
は

、
目

標
を

達
成

し
た

も
の

の
、

無
作

為
抽

出
の

対
象

者
の

回
収

率
が

低
い

。
①

両
調

査
共

通
の

課
題

と
し

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

答
の

環
境

整
備

、
回

答
者

へ
の

お
礼

な
ど

世
代

を
問

わ
な

い
取

り
組

み
と

、
S
N

S
に

よ
る

若
い

世
代

に
向

け
た

発
信

な
ど

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
っ

た
取

り
組

み
を

行
う

こ
と

、
②

世
論

調
査

に
つ

い
て

、
質

問
数

を
さ

ら
に

減
ら

し
、

さ
ら

に
回

答
し

や
す

く
す

る
こ

と
が

回
収

率
向

上
に

は
必

要
と

考
え

る
。

■
区

民
の

声
（
１

）
区

民
の

声
と

し
て

寄
せ

ら
れ

る
要

望
や

意
見

は
、

必
ず

し
も

実
現

可
能

な
も

の
ば

か
り

で
は

な
い

が
、

実
現

に
向

け
た

区
の

前
向

き
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

も
多

い
。

（
２

）
区

民
の

声
に

対
す

る
満

足
度

の
向

上
に

向
け

て
、

回
答

文
書

の
わ

か
り

や
す

さ
や

実
現

で
き

な
い

場
合

で
も

申
出

者
に

寄
り

添
っ

た
対

応
を

す
る

等
の

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
■

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
区

の
計

画
や

施
策

に
対

し
て

多
く
の

方
に

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
く
情

報
発

信
は

と
て

も
重

要
な

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

結
果

の
一

つ
と

し
て

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
制

度
を

活
用

す
る

区
民

が
増

え
る

よ
う

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

く
。

令
和

5
年

度
で

多
く
の

意
見

が
寄

せ
ら

れ
た

案
件

を
見

る
と

、
関

係
団

体
へ

の
周

知
の

ほ
か

、
公

聴
会

を
開

催
し

た
り

、
関

連
イ

ベ
ン

ト
で

の
説

明
ブ

ー
ス

設
置

な
ど

関
心

層
に

直
接

届
け

る
こ

と
が

地
道

で
は

あ
る

が
効

果
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。

■
世

論
調

査
（
短

期
）
　

設
問

内
容

や
質

問
方

法
の

変
更

、
設

問
の

削
減

、
毎

年
は

必
要

と
し

な
い

設
問

に
つ

い
て

隔
年

で
行

う
こ

と
等

に
よ

り
回

答
を

し
や

す
く
す

る
。

謝
礼

に
よ

り
回

答
数

の
向

上
を

図
る

。
（
中

・
長

期
）
　

結
果

の
公

表
や

、
調

査
結

果
の

区
施

策
へ

の
活

用
な

ど
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

認
知

度
の

向
上

と
調

査
の

必
要

性
を

図
り

、
さ

ら
な

る
回

答
増

に
繋

げ
る

。
■

世
論

調
査

（
小

規
模

調
査

）
（
短

期
）
　

利
用

意
向

調
査

の
時

期
を

前
年

度
の

1
月

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
上

半
期

で
の

調
査

を
可

能
と

し
、

調
査

結
果

を
次

年
度

に
反

映
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

（
中

・
長

期
）
　

調
査

実
施

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

所
管

課
に

還
元

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
を

充
実

さ
せ

、
区

民
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

■
区

民
の

声
（
１

）
（
短

期
）

ア
　

令
和

６
年

度
は

区
民

へ
の

回
答

文
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
結

論
や

実
施

時
期

の
わ

か
り

や
す

さ
、

回
答

内
容

に
お

け
る

申
出

者
に

寄
り

添
う

表
現

や
丁

寧
な

言
葉

遣
い

等
の

配
慮

を
重

点
ポ

イ
ン

ト
に

位
置

づ
け

、
各

課
へ

の
通

知
や

説
明

会
等

で
周

知
を

図
っ

て
い

く
。

イ
　

ア
と

あ
わ

せ
て

、
迅

速
で

確
実

な
回

答
に

向
け

た
三

現
主

義
に

基
づ

い
た

初
期

対
応

の
実

践
に

つ
い

て
も

説
明

会
等

を
通

し
て

全
庁

的
に

呼
び

か
け

て
い

く
。

（
２

）
（
中

・
長

期
）

　
サ

ー
ビ

ス
ア

ッ
プ

推
進

会
議

で
満

足
度

や
回

答
実

績
を

報
告

し
、

目
標

値
の

見
直

し
や

さ
ら

な
る

改
善

策
を

検
討

し
て

い
く
。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

（
短

期
）
関

連
イ

ベ
ン

ト
と

の
タ

イ
ア

ッ
プ

な
ど

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

層
に

直
接

届
き

や
す

い
Ｐ

Ｒ
方

法
の

工
夫

を
重

ね
て

い
く
。

（
中

・
長

期
）
今

後
は

、
多

く
の

分
野

で
子

ど
も

の
意

見
聴

取
が

求
め

ら
れ

て
い

く
。

ま
た

、
令

和
6
年

度
に

は
足

立
区

基
本

計
画

策
定

に
向

け
て

ラ
イ

ブ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（
区

民
等

と
の

会
場

で
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

と
動

画
の

生
配

信
の

同
時

実
施

に
よ

る
意

見
交

換
会

）
を

予
定

す
る

な
ど

、
時

勢
に

応
じ

た
多

様
な

意
見

を
反

映
で

き
る

手
法

を
分

析
し

な
が

ら
制

度
運

用
に

努
め

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
世

論
調

査
は

区
民

ニ
ー

ズ
や

意
識

を
把

握
で

き
る

一
方

、
事

業
目

的
に

対
す

る
区

民
の

意
見

の
反

映
に

関
す

る
設

問
が

ど
の

程
度

あ
る

の
か

分
か

ら
な

い
た

め
、

評
価

し
に

く
い

。
ま

た
、

年
齢

の
低

い
層

や
無

作
為

抽
出

層
の

回
収

率
の

低
さ

に
つ

い
て

は
大

き
な

課
題

で
あ

る
と

言
え

る
。

　
事

業
目

的
の

区
民

意
見

の
反

映
を

一
番

実
感

で
き

る
の

が
区

民
の

声
制

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
相

当
な

時
間

や
手

間
を

か
け

て
い

る
が

、
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

事
業

と
言

え
る

。
　

二
次

元
コ

ー
ド

の
掲

載
徹

底
や

好
事

例
周

知
等

、
様

々
な

取
り

組
み

の
結

果
で

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

件
数

が
、

介
護

の
特

別
な

例
を

除
い

て
も

平
均

１
２

.０
件

に
増

加
し

た
点

は
評

価
で

き
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

世
論

調
査

に
つ

い
て

は
、

回
答

率
の

低
下

、
若

い
年

代
の

回
答

が
低

い
と

い
う

課
題

分
析

に
対

す
る

改
善

を
早

急
に

実
施

さ
れ

る
べ

き
と

感
じ

る
。

設
問

内
容

等
変

更
、

毎
年

で
は

な
く
隔

年
で

の
質

問
と

す
る

な
ど

、
見

直
し

に
よ

り
回

答
数

の
向

上
に

期
待

す
る

。
回

収
率

向
上

策
に

つ
い

て
は

、
他

自
治

体
で

回
収

率
が

高
い

と
こ

ろ
が

あ
れ

ば
、

当
区

で
も

有
効

で
あ

る
な

ら
ば

他
自

治
体

の
手

法
も

取
り

入
れ

て
ほ

し
い

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
世

論
調

査
は

各
所

属
に

お
い

て
貴

重
な

意
見

聴
取

機
会

と
な

る
た

め
、

質
問

数
の

精
査

は
当

然
だ

が
、

減
ら

す
ば

か
り

で
は

な
く
、

必
要

性
の

高
い

質
問

を
増

や
す

こ
と

も
積

極
的

に
行

っ
て

ほ
し

い
。

　
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

子
ど

も
の

意
見

聴
取

、
基

本
計

画
の

ラ
イ

ブ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
な

ど
新

た
な

運
用

に
期

待
す

る
。

3
.5

【
世

論
調

査
】

　
令

和
6
年

度
に

は
、

①
設

問
数

の
削

減
（
R

5
：
1
1
3
問

→
R

6
：
1
0
3
問

）
、

②
回

答
者

か
ら

抽
選

で
1
0
0
名

に
魚

沼
産

コ
シ

ヒ
カ

リ
の

贈
呈

を
し

た
。

　
来

年
度

に
は

、
他

の
調

査
実

施
主

体
に

よ
る

取
り

組
み

事
例

の
導

入
や

、
基

本
計

画
の

見
直

し
を

受
け

た
指

標
と

し
て

使
わ

れ
る

設
問

の
入

れ
替

え
・
設

問
数

の
さ

ら
な

る
削

減
を

検
討

す
る

。
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
引

き
続

き
各

所
管

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
て

い
く
と

と
も

に
回

答
者

の
負

担
軽

減
お

よ
び

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
提

供
に

よ
る

回
収

率
の

向
上

を
図

る
。

【
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

】
　

引
き

続
き

、
子

ど
も

・
若

者
を

含
め

幅
広

い
世

代
に

、
区

政
へ

の
関

心
を

も
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

新
た

な
Ｐ

Ｒ
手

法
の

試
み

、
他

の
案

件
で

効
果

が
あ

っ
た

手
法

の
横

展
開

な
ど

、
案

件
に

応
じ

て
実

効
性

の
高

い
Ｐ

Ｒ
を

行
っ

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

庁
内

評
価

結
果

4
3
.5

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

4
.5

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価
中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

目
標

単
位

②
活

動
指

標
実

績
目

標
実

績
目

標
単

位
③

成
果

指
標

達
成

状
況

R
4

2
5
.2

2
5
.0

2
4
.6

-

達
成

率
7
8
.4

4
%

8
7
.8

6
%

実
績

2
5
.1

2
8
.0

3
0
.0

7
5
.8

2
%

％ 名

％

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
2
4
.1

2
0
.7

-

達
成

率
9
5
.6

3
%

8
2
.1

4
%

5
7
.0

5
8
.0

7
9
.8

2
%

や
や

遅
れ

て
い

る
4
5
.5

-

や
や

遅
れ

て
い

る

2
5
.2

件

【
活

動
-
3
】

各
所

管
事

業
や

企
業

・
団

体
・
区

民
活

動
の

サ
ポ

ー
ト

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

件
数

目
標

1
3
0

1
3
0

1
3
0

順
調

【
中

間
成

果
-
4
】

足
立

区
の

イ
メ

ー
ジ

が
「
良

い
」
と

感
じ

る
区

外
在

住
者

の
割

合

％

団 体 名

【
中

間
成

果
-
３

】
足

立
区

を
よ

い
ま

ち
に

す
る

た
め

に
何

か
の

行
動

を
し

た
区

民
の

割
合

％

1
5
0

1
5
0

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
4
】

活
動

4
で

掲
載

し
た

情
報

の
閲

覧
者

数
※

3

目
標

1
8
,0

0
0

【
直

接
成

果
-
3
】

活
動

3
に

関
わ

っ
た

所
管

・
企

業
・
団

体
数

目
標

1
5
0

件

影
響

要
因

・
世

論
調

査
の

結
果

に
大

き
な

影
響

　
を

及
ぼ

す
ｺ
ﾛ
ﾅ

感
染

状
況

、
区

内
・

　
区

職
員

に
よ

る
事

件
・
事

故
な

ど

%
-

【
活

動
-
2
】

職
員

等
を

対
象

と
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
参

加
人

数

目
標

1
4
0

1
4
0

1
4
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
数

（
累

計
）
※

2

9
1
.6

0
%

1
1
0
.0

0
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

等
の

作
成

支
援

件
数

6
0

7
0
.4

0
%

目
標

4
0
0

4
5
0

3
9
.6

実
績

目
標

1
0
0

R
6

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

足
立

区
に

誇
り

を
持

つ
区

民
の

割
合

-
-

実
績

【
中

間
成

果
-
1
】

足
立

区
を

人
に

勧
め

た
い

と
思

う
区

民
の

割
合

5
5
.0

0
5
6
.2

5
5
8
.0

0
1
0
0

単
位

④
成

果
指

標
達

成
状

況

3
2
.0

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

4
5
3

-
9
1
.6

・
職

員
個

人
、

各
所

管
課

の
力

量
差

・
発

信
す

る
情

報
の

ニ
ュ

ー
ス

バ
リ

ュ
ー

・
世

論
調

査
や

区
外

在
住

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
　

結
果

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

ｺ
ﾛ
ﾅ

感
染

状
　

況
、

区
・
区

職
員

に
よ

る
事

件
な

ど
・
各

所
管

事
業

の
達

成
度

・
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
的

課
題

に
対

す
る

進
捗

0
0

0

0

4
1
.7

順
調

達
成

率

影
響

要
因

達
成

率
1
0
0
.1

1
%

9
9
.8

0
%

8
5
.8

9
%

0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑮
区

の
イ

メ
ー

ジ
を

高
め

選
ば

れ
る

ま
ち

に
な

る
重

点
項

目
区

の
魅

力
発

掘
・
創

出
と

プ
ラ

ス
イ

メ
ー

ジ
へ

の
転

換
記

入
所

属
行

財
政

政
策

経
営

部
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
課

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
係

事
業

名
№

4
1
「
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
事

業
」

協
働 ・

協
創

庁
内

各
部

課
、

鉄
道

事
業

者
・
大

型
商

業
施

設
等

民
間

事
業

者
、

地
域

団
体

・
N

P
O

・
大

学
、

区
民

等

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.
6

事 業 の 概 要

1
7
.
1
7

実
施

済

・
　

区
や

区
民

も
様

々
な

シ
ー

ン
で

使
え

る
フ

レ
ー

ズ
と

し
て

、
「
ワ

ケ
あ

り
区

、
足

立
区

。
」
と

い
う

コ
ピ

ー
を

開
発

し
、

今
年

度
の

P
R

発
表

会
以

降
、

積
極

的
に

区
内

外
に

発
信

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。
・
　

区
外

か
ら

の
評

価
を

高
め

る
た

め
に

は
、

よ
り

多
く
の

区
民

や
団

体
等

の
自

主
的

な
発

信
が

大
き

な
力

と
な

る
こ

と
か

ら
、

今
年

度
か

ら
本

格
的

に
実

施
す

る
区

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
区

民
や

団
体

等
に

直
接

か
つ

積
極

的
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

、
協

力
を

呼
び

か
け

る
こ

と
で

、
オ

ー
ル

足
立

で
区

の
マ

イ
ナ

ス
イ

メ
ー

ジ
を

払
拭

す
る

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

醸
成

に
取

り
組

む
。

他
部

署
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

マ
ナ

ー
ア

ッ
プ

等
、

区
民

の
意

識
向

上
か

ら
行

動
に

移
さ

せ
る

取
り

組
み

を
実

施
す

る

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

そ
の

他
区

民
・
事

業
者

・
職

員

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

実
施

済

・
　

区
外

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

醸
成

に
お

い
て

区
民

や
団

体
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
際

、
「
区

民
の

行
動

・
マ

ナ
ー

」
も

区
外

か
ら

の
評

価
に

大
き

く
関

わ
っ

て
い

る
こ

と
を

周
知

し
て

い
る

。
・
　

ま
ず

は
基

本
と

な
る

広
報

物
の

作
成

支
援

や
、

ど
こ

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

い
く
か

（
配

布
場

所
等

）
に

つ
い

て
、

他
部

署
と

連
携

し
な

が
ら

よ
り

伝
わ

る
手

段
の

再
検

討
を

行
っ

た
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

・
「
伝

わ
る

」
広

報
に

よ
り

、
区

政
の

透
明

性
が

向
上

し
て

い
る

。
・
事

業
を

通
し

た
庁

内
各

課
や

区
民

・
企

業
・
団

体
の

ｺ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｰ

ﾄに
よ

り
、

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
推

進
に

寄
与

し
て

い
る

。

足
立

区
を

自
慢

で
き

る
誇

れ
る

ま
ち

へ
と

進
化

さ
せ

る
。

9
4
.9

0
%

目
標

1
0
0

実
績

9
4
.9

「
区

民
自

身
が

区
外

へ
向

け
て

P
R

し
て

く
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
づ

く
り

」
に

よ
り

、
行

動
変

革
を

起
こ

す
内

容

R
5

R
6

年
度

R
5

9
1
,
5
4
4

年
度

R
4

R
6

・
区

民
に

「届
き

」
「
伝

わ
る

」
広

報
物

制
作

支
援

（
活

動
-
１

）
・
庁

内
の

情
報

発
信

力
を

強
化

す
る

、
職

員
等

を
対

象
と

し
た

　
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

実
施

（
活

動
-
2
）

・
各

所
管

事
業

や
企

業
・
団

体
・
区

民
活

動
の

企
画

等
を

サ
ポ

ー
ト

・
　

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
（
活

動
-
3
）

・
区

の
プ

ラ
ス

イ
メ

ー
ジ

に
寄

与
す

る
情

報
を

W
e
b媒

体
等

を
活

用
し

て
　

区
内

外
へ

の
拡

散
（
活

動
-
4
）

　
※

1
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

課
で

行
う

W
E
B

媒
体

を
活

用
し

た
プ

レ
ス

　
　

　
　

リ
リ

ー
ス

の
発

信
件

数

・
情

報
発

信
に

対
す

る
職

員
の

意
識

が
変

わ
る

（
活

動
-
1
、

2
）

・
広

報
物

制
作

や
ロ

ジ
ッ

ク
に

関
す

る
研

修
に

よ
り

区
の

情
報

を
効

果
的

　
に

発
信

で
き

る
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

が
増

え
る

。
（
活

動
-
1
、

2
）

・
各

主
体

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

に
よ

り
、

ま
ち

の
関

わ
り

手
が

増
え

る
。

　
（
活

動
-
3
）

・
プ

ラ
ス

イ
メ

ー
ジ

の
情

報
を

区
内

外
の

方
が

目
に

す
る

。
（
活

動
-
4
）

※
2
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
：
広

報
物

作
成

の
研

修
や

、
ロ

ジ
ッ

ク
研

修
の

　
　

受
講

し
た

職
員

及
び

広
報

物
や

事
業

の
相

談
を

行
っ

た
職

員
等

を
シ

　
　

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

と
し

て
認

定
※

3
　

活
動

4
の

掲
載

後
1
カ

月
の

閲
覧

者
数

庁
内

全
体

の
情

報
発

信
力

を
磨

く
と

と
も

に
、

区
と

事
業

者
を

繋
ぐ

こ
と

で
区

の
新

た
な

魅
力

を
創

る
「区

内
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

」
と

、
区

外
か

ら
の

マ
イ

ナ
ス

イ
メ

ー
ジ

を
払

拭
す

る
「
区

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

」
の

両
輪

を
戦

略
的

に
展

開
す

る
。

5
4
,
6
8
1

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

8
5
.0

0
%

1
2
5
.7

1
%

【
直

接
成

果
-
1
】

情
報

を
伝

え
る

こ
と

に
対

す
る

意
識

が
変

わ
っ

た
職

員
の

割
合

件

1
0
0
.6

7
%

4
4
0

名
実

績
1
1
9

1
7
6

-

達
成

率

4
5
0

達
成

達
成

率

実
績

実
績

8
7
1

9
9
8

8
7
0

1
,0

0
0

1
,1

3
0

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

足
立

区
を

よ
い

ま
ち

に
す

る
た

め
に

何
か

し
た

い
と

思
う

区
民

の
割

合

5
6
.0

-
実

績
4
8
.1

達
成

率

％

達
成

実
績

1
2
3

1
2
6

-
実

績
1
6
9

1
7
4

-

達
成

率
9
4
.6

2
%

9
6
.9

2
%

達
成

率
1
1
3
%

1
1
6
%

【
活

動
-
4
】

W
e
b媒

体
を

活
用

し
た

区
外

に
向

け
た

ﾌ
ﾟﾚ

ｽ
ﾘ

ﾘ
ｰ

ｽ
発

信
件

数
※

1

1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

遅
れ

て
い

る
実

績
3
8

2
0

-
-

達
成

率
1
0
5
.5

6
%

5
0
.0

0
%

達
成

率
5
2
3
.2

1
%

2
7
.5

0
%

実
績

9
4
,1

7
7

2
7
,4

9
5

目
標

3
6

4
0

4
0

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

5
6
,
7
9
4

3
3
,
4
4
6

3
6
,
6
1
6

5
6
,
7
9
4

ア
ー

ト
ア

ク
セ

ス
あ

だ
ち

共
催

負
担

金

5
4
,
9
2
8

総
事

業
費

(a
+
b)

8
8
,
1
2
7

影
響

要
因

0

足
立

区
外

へ
向

け
た

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

支
援

業
務

委
託

翻
訳

業
務

(人
材

派
遣

)

千
円

千
円

千
円

2
1
,0

0
0

8
,9

5
4

2
,5

9
1

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

年
度

・
足

立
区

を
人

に
勧

め
た

い
と

思
う

区
民

の
割

合
が

増
え

る
・
足

立
区

を
よ

い
ま

ち
に

す
る

た
め

に
何

か
し

た
い

と
思

う
区

民
の

　
割

合
が

増
え

る
・
足

立
区

を
よ

い
ま

ち
に

す
る

た
め

に
何

か
の

行
動

を
し

た
区

民
の

　
割

合
が

増
え

る
・
区

外
か

ら
の

イ
メ

ー
ジ

が
ア

ッ
プ

す
る

（
ま

ち
へ

の
関

わ
り

手
を

増
や

す
、

区
外

か
ら

の
イ

メ
ー

ジ
が

上
が

る
こ

と
で

）
足

立
区

を
自

慢
で

き
る

誇
れ

る
ま

ち
へ

と
進

化
さ

せ
る

6
年

度
R

4
R

5

最
終

目
標

単
位

⑤
成

果
指

標
達

成
状

況

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

4
.5

4
.5

4
.5

4

区
民

評
価

結
果

3
.5

3
.5

3

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
【
活

動
-
1
】
【
活

動
-
2
】
【
活

動
-
3
】
区

内
外

に
対

す
る

支
援

活
動

は
ほ

ぼ
目

標
を

達
成

で
き

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

1
4
年

間
継

続
し

て
進

め
て

き
て

い
る

地
道

な
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
に

つ
い

て
は

評
価

で
き

る
。

た
だ

、
【
活

動
-
2
】
に

つ
い

て
は

、
令

和
5
年

度
の

実
績

が
大

き
く
伸

び
て

い
る

こ
と

か
ら

、
令

和
6
年

度
の

目
標

値
を

上
方

修
正

し
て

も
よ

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

【
成

果
-
1
】

【
成

果
-
2
】
【
成

果
-
3
】
意

識
づ

け
や

行
動

変
容

を
促

す
よ

う
な

成
果

も
出

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

多
様

な
主

体
に

対
し

て
働

き
か

け
て

い
た

だ
き

た
い

。
【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】
令

和
4
年

度
は

区
政

9
0
周

年
関

連
に

よ
り

実
績

数
が

大
幅

に
増

え
た

反
動

に
よ

り
、

5
年

度
の

達
成

率
は

非
常

に
厳

し
い

実
績

と
な

っ
た

が
、

通
常

の
年

に
お

い
て

も
目

標
を

達
成

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
取

り
組

み
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

活
動

・
直

接
成

果
指

標
の

す
べ

て
が

高
く
な

れ
ば

、
自

ず
と

中
間

成
果

の
実

績
も

上
が

っ
て

く
る

の
で

は
な

い
か

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
区

内
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

は
か

な
り

進
ん

で
い

る
と

感
じ

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
今

後
は

区
外

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
に

も
注

力
し

て
い

く
流

れ
は

妥
当

と
言

え
る

。
た

だ
し

、
区

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
進

め
る

に
あ

た
り

、
区

内
に

も
波

及
効

果
が

及
ぶ

よ
う

に
、

取
り

組
み

方
を

工
夫

し
て

ほ
し

い
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

い
る

区
外

近
郊

に
居

住
す

る
比

較
的

若
い

世
代

層
に

お
け

る
区

へ
の

悪
い

イ
メ

ー
ジ

を
払

拭
し

、
最

終
的

に
は

足
立

区
に

誇
り

を
持

つ
区

民
の

割
合

の
目

標
達

成
に

向
け

、
継

続
し

て
事

業
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

4
別

紙
の

と
お

り
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

　
区

外
へ

の
新

し
い

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

コ
ピ

ー
「
ワ

ケ
あ

り
区

、
足

立
区

。
」
が

秀
逸

で
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
は

好
意

的
な

意
見

・
否

定
的

な
意

見
の

両
方

を
含

め
て

反
響

が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た

。
一

方
、

人
々

の
興

味
を

引
く
の

は
確

か
か

も
し

れ
な

い
が

、
こ

れ
が

区
民

の
誇

り
に

つ
な

が
る

の
か

、
イ

メ
ー

ジ
が

元
々

悪
い

と
こ

ろ
に

持
っ

て
く
る

コ
ピ

ー
と

し
て

ど
う

か
と

い
う

意
見

も
少

な
か

ら
ず

あ
る

だ
ろ

う
。

区
民

の
反

応
も

正
確

に
捉

え
、

今
後

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
反

映
し

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
。

　
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

も
宣

伝
手

法
や

技
術

よ
り

、
宣

伝
し

た
い

も
の

が
あ

っ
て

初
め

て
効

果
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
職

員
の

意
識

改
革

は
、

一
区

民
と

し
て

と
て

も
必

要
と

感
じ

る
。

　
ま

た
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

展
開

と
し

て
、

や
や

ビ
ジ

ュ
ア

ル
先

行
の

き
ら

い
が

あ
る

。
例

え
ば

視
覚

障
が

い
の

方
な

ど
に

も
伝

わ
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

展
開

す
る

な
ど

、
他

の
手

段
を

用
い

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開
も

期
待

し
た

い
。

　
区

内
外

と
も

に
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
す

る
上

で
チ

ラ
シ

や
ポ

ス
タ

ー
の

デ
ザ

イ
ン

は
た

だ
お

し
ゃ

れ
と

い
う

わ
け

で
は

な
く
、

正
し

い
人

に
正

し
く
情

報
を

伝
え

る
上

で
非

常
に

重
要

で
あ

る
の

で
職

員
を

対
象

と
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
参

加
人

数
が

目
標

に
達

し
、

か
つ

実
際

の
チ

ラ
シ

・
ポ

ス
タ

ー
も

非
常

に
わ

か
り

や
す

く
良

い
も

の
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

一
方

、
こ

う
い

っ
た

職
員

研
修

は
担

当
職

務
の

た
め

で
終

わ
っ

て
し

ま
っ

て
は

意
味

が
な

い
。

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
と

し
て

庁
内

で
の

展
開

に
限

ら
ず

、
庁

外
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

も
行

っ
て

い
た

だ
き

、
そ

れ
ら

を
指

標
に

も
取

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
特

に
、

企
業

や
N

P
O

と
の

連
携

は
効

果
が

期
待

で
き

る
の

で
、

よ
り

推
進

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
　

直
接

成
果

4
「
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

等
発

信
の

閲
覧

者
数

」
は

目
標

値
の

3
0
％

以
下

と
大

幅
に

下
回

っ
た

。
令

和
4
年

度
は

区
政

9
0

周
年

に
よ

る
発

信
が

多
か

っ
た

こ
と

の
反

動
と

の
分

析
だ

が
、

見
方

を
変

え
れ

ば
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
力

を
い

れ
れ

ば
令

和
4
年

度
同

等
の

リ
ー

チ
が

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
も

あ
る

。
現

状
に

満
足

せ
ず

、
発

信
に

よ
り

力
を

入
れ

て
欲

し
い

が
、

最
終

成
果

を
達

成
す

る
上

で
は

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
発

信
件

数
に

と
ど

ま
ら

な
い

S
N

S
の

投
稿

数
や

イ
ン

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

を
目

標
に

置
い

た
目

標
を

追
っ

て
も

よ
い

か
も

し
れ

な
い

。
　

成
果

指
標

に
挙

げ
て

い
る

「
よ

い
ま

ち
」
と

は
ど

う
い

う
ま

ち
か

、
具

体
的

な
深

掘
り

が
出

来
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
。

何
を

課
題

と
定

義
し

て
い

る
か

、
イ

メ
ー

ジ
だ

け
で

は
厳

し
い

。

　
横

並
び

行
政

を
や

め
て

、
足

立
区

の
今

あ
る

魅
力

を
引

き
出

す
こ

と
が

一
番

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
な

る
と

考
え

る
。

区
の

取
り

組
み

自
体

が
区

内
に

も
区

外
に

向
け

て
も

大
き

な
宣

伝
効

果
が

あ
る

。
例

え
ば

、
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
で

も
成

果
を

出
し

て
い

る
事

業
が

多
く
あ

る
。

防
災

や
耐

震
化

促
進

な
ど

、
当

該
部

署
と

連
携

し
、

区
外

も
含

め
ア

ピ
ー

ル
し

て
も

よ
い

か
も

し
れ

な
い

。
　

職
員

の
情

報
発

信
力

の
向

上
は

必
要

だ
と

考
え

る
が

、
発

信
し

た
い

何
か

が
な

い
と

こ
ろ

に
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

は
な

い
し

、
何

か
を

無
理

や
り

考
え

る
も

の
で

は
な

い
。

発
信

し
た

い
も

の
が

あ
る

と
い

う
気

持
ち

が
一

番
の

向
上

に
つ

な
が

る
と

い
う

本
質

は
常

に
念

頭
に

置
い

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
例

年
、

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

は
レ

ベ
ル

の
高

い
取

り
組

み
を

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
と

感
じ

て
い

る
。

一
方

、
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

自
体

が
目

立
つ

た
め

庁
内

評
価

は
高

い
が

、
区

民
の

意
識

に
つ

い
て

は
成

果
が

上
が

っ
て

い
な

い
面

も
あ

る
の

で
、

自
画

自
賛

だ
け

に
な

っ
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
分

科
会

で
も

議
論

に
上

が
っ

た
が

、
成

果
指

標
と

し
て

「
よ

い
ま

ち
に

す
る

た
め

に
何

か
し

た
い

と
思

う
」
、

「
誇

り
に

思
う

」
と

い
っ

た
抽

象
度

の
高

い
目

標
で

は
な

く
、

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
、

区
外

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

例
え

ば
、

企
業

誘
致

や
区

外
か

ら
の

転
入

者
の

増
な

ど
、

よ
り

具
体

的
な

成
果

指
標

を
定

め
た

上
で

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

検
討

し
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
本

年
度

進
め

た
本

格
的

な
区

外
へ

の
ア

ピ
ー

ル
、

知
名

度
の

あ
る

区
長

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

協
力

、
庁

外
と

の
連

携
強

化
な

ど
に

よ
る

発
信

強
化

に
も

ぜ
ひ

今
後

期
待

し
た

い
。

3
反

映
結

果

3
.5

達
成

度 3
方

向
性

R
2

R
3

R
4

R
5

3
庁

内
評

価
結

果

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

１
　

区
内

・
区

民
へ

向
け

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

）
（
１

）
職

員
の

情
報

発
信

力
向

上
の

取
り

組
み

【
活

動
-
1
、

2
】
【
直

接
成

果
-
1
、

2
】

　
広

報
物

等
制

作
支

援
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
が

明
け

イ
ベ

ン
ト

や
事

業
が

通
常

時
に

戻
っ

た
こ

と
か

ら
、

安
定

し
て

推
移

し
て

い
る

。
研

修
に

つ
い

て
は

、
広

報
力

ア
ッ

プ
の

た
め

の
「
チ

ラ
シ

の
作

り
方

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」
「
カ

メ
ラ

の
撮

り
方

研
修

」
と

、
企

画
力

ア
ッ

プ
の

た
め

の
「
ロ

ジ
ッ

ク
を

学
ぶ

研
修

」
に

加
え

、
職

員
要

望
の

多
か

っ
た

「
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

資
料

作
成

研
修

」
を

新
た

に
実

施
。

情
報

発
信

力
の

更
な

る
向

上
に

寄
与

で
き

た
。

（
２

）
庁

外
と

の
連

携
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】

　
「
①

区
民

の
生

活
圏

で
庁

内
各

事
業

の
普

及
啓

発
を

展
開

す
る

」
「
②

企
業

・
団

体
等

と
の

連
携

で
課

題
解

決
や

新
た

な
魅

力
創

出
を

図
る

」
こ

と
な

ど
を

目
的

に
活

動
サ

ポ
ー

ト
・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
行

っ
て

い
る

。
セ

ブ
ン

-
イ

レ
ブ

ン
と

の
お

い
し

い
給

食
コ

ラ
ボ

商
品

販
売

や
、

ア
リ

オ
西

新
井

や
北

千
住

マ
ル

イ
と

い
っ

た
大

型
商

業
施

設
で

の
防

災
フ

ェ
ア

、
認

知
症

予
防

企
画

な
ど

の
各

課
事

業
、

C
S
R

を
推

進
す

る
企

業
が

健
康

増
進

を
テ

ー
マ

に
集

ま
る

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
た

こ
と

で
昨

年
度

の
数

値
を

上
回

り
、

区
の

新
た

な
魅

力
創

出
に

貢
献

し
た

。

【
中

間
1
、

2
、

3
】
（
１

）
（
２

）
と

も
に

順
調

で
は

あ
る

も
の

の
、

「
人

に
勧

め
た

い
」
「
何

か
し

た
い

と
思

う
」
「
行

動
を

し
た

」
区

民
の

割
合

は
目

標
・
前

年
度

数
値

い
ず

れ
も

下
回

っ
た

。
こ

の
傾

向
は

3
年

続
い

て
お

り
、

今
後

の
推

移
を

注
視

し
な

が
ら

要
因

を
抽

出
し

、
取

り
組

み
を

検
討

し
て

い
く
。

２
　

区
外

へ
向

け
た

情
報

発
信

の
取

り
組

み
【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】

　
W

e
b媒

体
の

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
サ

イ
ト

を
活

用
し

、
区

の
プ

ラ
ス

イ
メ

ー
ジ

に
寄

与
す

る
情

報
を

発
信

し
た

。
区

制
9
0
周

年
の

影
響

も
あ

り
、

情
報

発
信

件
数

・
閲

覧
数

と
も

に
高

い
水

準
で

あ
っ

た
昨

年
度

と
比

較
す

る
と

低
調

と
な

っ
た

が
、

発
信

し
た

記
事

は
W

E
B

サ
イ

ト
へ

の
転

載
5
8
2
件

、
新

聞
・
T
V

等
で

の
紹

介
5
2
件

と
拡

散
で

き
、

波
及

効
果

が
あ

っ
た

。

【
中

間
4
】
足

立
区

に
「
良

い
イ

メ
ー

ジ
」
を

持
つ

区
の

近
隣

在
住

者
の

割
合

は
前

年
度

(2
4
.1

%
)か

ら
3
.4

ポ
イ

ン
ト

下
回

っ
た

。
過

去
3
年

の
調

査
に

お
い

て
、

2
0
%
か

ら
2
5
%
の

間
で

増
減

し
て

お
り

、
要

因
を

分
析

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
区

に
誇

り
を

持
つ

区
民

の
割

合
の

向
上

】
　

「
区

に
誇

り
を

持
つ

区
民

」
の

割
合

は
、

3
年

連
続

で
減

少
。

庁
内

の
総

力
を

挙
げ

て
V

字
回

復
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

り
、

そ
の

下
支

え
を

行
う

た
め

、
以

下
の

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

１
　

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

更
な

る
推

進
（
１

）
職

員
の

情
報

発
信

力
の

更
な

る
向

上
　

職
員

の
情

報
発

信
へ

の
意

識
は

高
い

水
準

で
推

移
し

て
い

る
も

の
の

、
「
職

員
全

員
が

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
」
と

い
う

目
標

に
お

い
て

は
道

半
ば

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

広
報

物
制

作
支

援
や

研
修

等
を

通
じ

て
、

チ
ラ

シ
や

S
N

S
な

ど
で

情
報

発
信

す
る

際
の

能
力

向
上

に
引

き
続

き
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
（
２

）
庁

外
と

の
連

携
強

化
　

大
型

商
業

施
設

や
包

括
連

携
協

定
を

結
ん

で
い

る
企

業
、

区
内

企
業

・
団

体
と

の
連

携
は

年
々

深
化

し
て

い
る

が
、

コ
ロ

ナ
禍

を
経

て
、

既
存

事
業

の
見

直
し

を
す

る
企

業
も

出
て

き
て

い
る

。
地

域
と

の
協

創
の

必
要

性
や

メ
リ

ッ
ト

を
伝

え
な

が
ら

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
連

携
を

途
切

れ
さ

せ
な

い
ア

プ
ロ

ー
チ

や
新

た
な

企
業

・
団

体
と

の
連

携
を

構
築

し
て

い
く
必

要
で

あ
る

。

２
　

区
外

か
ら

の
評

価
向

上
　

「
足

立
区

世
論

調
査

」
と

「
足

立
区

に
対

す
る

イ
メ

ー
ジ

調
査

」
に

お
い

て
、

区
民

と
区

外
在

住
者

の
認

識
に

大
き

な
ズ

レ
が

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
（
例

：
「
治

安
が

良
い

」
と

感
じ

る
割

合
は

、
区

民
6
割

に
対

し
て

、
近

隣
在

住
者

1
割

）
。

　
区

の
近

隣
在

住
者

が
持

つ
区

へ
の

悪
い

印
象

は
「
実

際
に

見
た

、
経

験
し

た
」
と

い
う

よ
り

、
メ

デ
ィ

ア
や

伝
聞

な
ど

で
「
な

ん
と

な
く
」
形

成
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

特
に

2
0
代

～
4
0
代

ま
で

の
比

較
的

若
い

年
代

に
お

い
て

は
、

そ
れ

以
上

の
層

と
比

較
し

て
「
メ

デ
ィ

ア
（
T
V

・
S
N

S
等

）
」
か

ら
の

情
報

で
悪

い
印

象
を

持
っ

た
方

の
割

合
が

高
い

。
　

区
に

来
訪

経
験

の
あ

る
（
一

定
の

知
識

が
あ

る
）
人

の
イ

メ
ー

ジ
は

比
較

的
良

い
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
は

特
に

若
い

世
代

に
向

け
て

「
先

進
性

」
や

「
プ

ラ
ス

の
魅

力
」
を

積
極

的
に

発
信

す
る

こ
と

で
、

現
実

と
イ

メ
ー

ジ
の

ギ
ャ

ッ
プ

を
改

善
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
短

期
】

１
　

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

更
な

る
推

進
（
１

）
職

員
の

情
報

発
信

力
の

更
な

る
向

上
　

情
報

発
信

力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

は
、

日
々

の
広

報
物

制
作

支
援

・
相

談
が

一
番

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

作
成

未
経

験
者

に
は

特
に

時
間

を
か

け
サ

ポ
ー

ト
す

る
等

、
メ

リ
ハ

リ
を

つ
け

な
が

ら
丁

寧
に

対
応

し
て

い
く
。

　
研

修
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

参
加

者
の

意
見

や
感

想
も

踏
ま

え
な

が
ら

、
参

加
率

が
低

く
な

り
つ

つ
あ

る
カ

メ
ラ

研
修

は
見

直
し

、
参

加
者

が
多

い
チ

ラ
シ

や
パ

ワ
ポ

研
修

に
つ

い
て

は
定

員
や

回
数

を
増

や
す

等
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

を
図

る
。

（
２

）
庁

外
と

の
連

携
強

化
　

　
 ①

　
よ

り
多

く
の

所
管

が
企

業
・
団

体
等

と
の

連
携

を
推

進
で

き
る

よ
う

、
つ

な
ぐ

・
サ

ポ
ー

ト
す

る
役

割
を

積
極

的
に

　
　

　
　

　
担

う
こ

と
で

、
区

民
の

生
活

圏
で

庁
内

各
事

業
の

普
及

啓
発

を
展

開
す

る
。

　
　

 ②
　

連
携

に
よ

る
「
課

題
解

決
」
や

「
新

し
い

魅
力

創
出

」
に

賛
同

す
る

企
業

・
団

体
等

を
掘

り
起

こ
し

、
　

　
　

　
　

新
た

な
連

携
を

展
開

し
て

い
く
。

２
　

区
外

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

強
化

　
区

の
近

隣
に

居
住

す
る

2
0
～

4
0
代

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
、

「
先

進
性

」
や

「
プ

ラ
ス

の
魅

力
」
を

届
け

る
た

め
、

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
情

報
発

信
に

加
え

、
今

年
度

開
催

す
る

区
外

向
け

の
P

R
発

表
会

を
皮

切
り

に
、

交
通

広
告

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
の

活
用

、
特

設
サ

イ
ト

の
開

設
な

ど
に

よ
り

、
日

頃
足

立
区

の
こ

と
を

気
に

か
け

て
い

な
い

層
に

も
届

く
情

報
発

信
を

行
う

。
加

え
て

、
区

民
や

区
内

企
業

な
ど

を
巻

き
込

み
、

足
立

区
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
に

寄
与

す
る

情
報

を
自

主
的

に
発

信
・
拡

散
い

た
だ

き
、

オ
ー

ル
足

立
で

マ
イ

ナ
ス

イ
メ

ー
ジ

の
払

拭
に

取
り

組
む

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

を
醸

成
し

て
い

く
。

【
中

・
長

期
】

　
「
足

立
区

世
論

調
査

（
区

民
）
」
と

「
足

立
区

に
対

す
る

イ
メ

ー
ジ

調
査

（
区

外
在

住
者

）
」
の

経
年

結
果

や
、

短
期

的
取

り
組

み
の

成
果

を
分

析
し

な
が

ら
、

適
切

な
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

・
区

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
展

開
す

る
こ

と
で

、
「
さ

ら
に

誇
れ

る
足

立
区

」
を

目
指

し
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価
中
止
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【シティプロモーション事業】区民評価結果を受けた反映結果・反映状況 

 

【「ワケあり区、足立区。」に対する区民の反応を踏まえた今後のプロモーション

への反映】 

「ワケあり区、足立区。」発表後、区民の皆様からは、「逆効果では？」などの

意見をいただいた一方で、「この取り組みを通じて、魅力を知ってもらうことで、

区の評価が向上することを期待している」「足立区は住みやすくてオススメ」「足

立区に住んでいないけど、足立区が好きになる広告」など、応援の声も多数いた

だいております。 

また、真意が伝わりにくいというご意見を受け、「知って欲しい、足立区のリ

アル。」というサブキャッチとセットで情報発信するなど、反応を見ながらプロ

モーションを展開しております。 

なお、この取り組みは、区のマイナスイメージを逆手に取り、インパクトのあ

るキャッチコピーでまずはメディアの関心を集め話題になることと、区の先進

性や区民が感じているリアルな声（ポジティブなワケ）が掲載された特設サイト

に誘導することで、足立区の変化や現状を知っていただくことを狙っています。

現在も多数の区民・企業・団体の皆様にご協力いただいており、今後も輪を広げ

ながら、マイナスイメージの払拭に取り組んでまいります。 

 

【視覚障がいの方などにも伝わるプロモーションの展開】 

足立区では、区民に届く広報物一つ一つにこだわっているため、作成量が多い

チラシやポスターのイメージが強くビジュアル先行という印象を持たれるかも

しれません。伝える要素として「ビジュアル」は重要な要素ではありますが、そ

れに限らずターゲットに届けるための展開方法なども同様に大切にしています

（例：若者に遡及させるため、大型商業施設と連携するなど）。担当部署とも連

携しながら、障がいのある方も含め、情報を届けたい方にしっかり情報が伝わる

よう、引き続き取り組んでまいります。 

 

【シティプロモーターとして庁内での展開だけでなく庁外へのアプローチとそ

の指標化】 

区民や企業・団体の方々にシティプロモーターとなっていただくことは、とて

も重要と考えており、「繋ぐプロモーション」として現在も積極的に取り組んで

います。 

活動指標４「関係所管事業や企業・団体・区民活動のサポート・コーディネー

ト件数」は、関係所管事業と企業や団体の連携サポートや、企業・団体・区民の

活動を直接サポート・コーディネートした件数となっております。 
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【プレスリリース発信件数にとどまらない SNS の投稿数やインプレッションの

目標設定】 

Ｗｅｂ媒体を活用したプレスリリースは、300 媒体のメディアへプレスリリー

スされるほか、Ｗｅｂメディア 20 媒体以上に転載されることで、大きな拡散を

期待できるため、区外からのイメージ向上の指標として設定しております。ＳＮ

Ｓの発信数やインプレッションは、「情報発信強化事業」において指標化し、目

標設定をしております。 

 

【成果指標に挙げている「よいまち」の具体的な深掘りと課題の定義】 

「良いまちにするための行動」について世論調査内では、『町会・自治会活動、

ボランティア活動、防犯活動、地域イベントの手伝いのほか、家の前の清掃をし

ている、道案内など困っている人を助けた、足立区内の魅力的な情報を伝えた

（発信した）などの個人的な行動も含む』と定義しています。「誇りに思う気持

ち」をまちに対する行動意欲やまちへの関わりに繋げ、それが周りにも伝播する

ことでさらに誇りが高まっていくことから、「区民参画総量」を高めることが重

要であり、プラスのスパイラルの進度を測る指標として設定しております。 

 

【成果を出している他の事業の部署と連携した、区外も含めたアピール】 

シティプロモーション課は、全ての部署の事業のプロモーションの下支えを

行っております。現在も「おいしい給食事業」や「子どもの貧困対策」など成果

が出ている事業に対して企画サポート、情報発信など積極的に関わっています。

こうした成果を出している事業は、シティプロモーション課が中心となって既

に区外に向けて積極的にアピールしているほか、各部署の先進的な施策や成果

の出ている施策についても情報収集をしております。今後も区民評価などの結

果も確認しながら、成果が出ている事業について戦略的に発信してまいります。 

 

【インナープロモーション、区外プロモーションの具体的な成果指標の設定（企

業誘致や区外からの転入者の増など）】 

足立区のシティプロモーション課は足立区のイメージアップを図る専管組織

であり、最終目標は「区民の誇りを高める」ことです。区民の誇りを高めるため

には、庁内のあらゆる事業を通じた取り組みが必要です。そのためシティプロモ

ーション課には、あらゆる事業のサポート・コーディネートはもちろん、庁内に

横串しを刺すことで事業効果を最大化することが求められています。 

こうした経緯から最終成果の「誇り」についての変更は考えておりませんが、

中間成果もすべて定量化できない指標となっているため、庁内の重点プロジェ

クトの目標達成率を指標とするなど、検討してまいります。 
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【本年度進めた本格的な区外へのアピール、知名度のある区長のプロモーショ

ン協力、庁外との連携強化などによる発信強化】 

区長は、現在もメディア取材など、積極的に対応しております。現在、区とし

て重要度の高い事案についてはYouTubeで区長メッセージを発信しているため、

当日ご提案いただいた定期的な区長の YouTube での発信等については考えてお

りません。 

庁外（区民や企業・団体）との連携については、区外プロモーションの成果を

出すうえで欠かせない視点と考えており、既に多くの皆様にご協力いただいて

おります。今後もこうした協力の輪を広げるため、取り組んでまいります。 

 

【何のために区外からのイメージをあげたいのか、何をうりにしたいのか、そも

そもこの事業がなぜ必要か、具体例と納得させるものが必要】 

区外に向けたプロモーションは、「区外からの評価を高めることで、区民の誇

りを高めること」を目指しております。 

平成２１年の世論調査では、「足立区に愛着を持っている」方は 67％だったの

に対し、「まちに対して誇りを持っている」方は 34.8％。足立区は「愛着は持て

るが、誇りの持てないまち」でした。 

こうしたイメージの低さは区民、とりわけ若い世代の自己肯定感に大きな影

響を与えており、成人の日の集いの実行委員から「足立区出身と言うと馬鹿にさ

れる。この現状をどうにかして欲しい」と毎年のように意見があがるほどでした。 

こうした状況を打破するため、平成２２年度にイメージアップの専管組織と

して「シティプロモーション課」が創設されました。 

区内・区民に向けたプロモーションを展開した結果、区民のまちに対する評価

は向上した一方で、区外在住者からのイメージは一向にアップデートされませ

ん。このことから、メディア等から植え付けられた「なんとなく悪いイメージ」

を払拭するため、メディアやＳＮＳを活用しながら区外に向けたプロモーショ

ンに取り組んでいます。 

令和４年度に、区外に対して売り込むべき魅力を調査した結果、「足立区と言

えば〇〇」という象徴づけるものは無かった一方で、先進性があることが分かり

ました。このため、区外に向けたプロモーションでは、「子育てのしやすさ」「来

訪」「やりたいが叶う（企業）」の３つを軸に、区の先進性を発信しております。 

 

【どこも横並びという印象を払拭させる取り組みが必要】 

こうしたイメージを払拭させるため、区外プロモーション「ワケあり区、足立

区。」の特設サイトでは、「子どもの貧困対策」や「切れ目ない子育て支援」「大

学誘致による街の変化」など、他自治体と比べて優位性のある取り組みを積極的

に発信しております。 
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

回

単
位

単
位

1
0
2
%

8
,4

6
7
,8

0
0

-

【
活

動
-
2
】

基
準

日
現

在
の

閲
覧

可
能

な
公

開
ペ

ー
ジ

総
数

目
標

5
,0

0
0

1
2
,0

0
0

1
4
,0

0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
全

体
の

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー

（
閲

覧
）
数

9
9
%

1
0
2
%

7
5

や
や

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

区
政

情
報

の
提

供
に

満
足

し
て

い
る

区
民

の
割

合

7
5
.1

7
4
.1

-

9
9
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

必
要

な
と

き
に

必
要

と
す

る
情

報
が

得
ら

れ
て

い
る

区
民

の
割

合

7
6

7
6

7
6

7
0

順
調

達
成

率
9
8
%

％
％

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

R
4

R
5

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

8
,5

7
1
,3

0
0

-
6
9
.1

影
響

要
因

・
情

報
発

信
の

タ
イ

ミ
ン

グ
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
や

地
震

・
洪

水
な

ど
の

自
然

災
害

等

・
世

論
調

査
の

結
果

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

よ
う

な
社

会
情

勢
・
世

論
調

査
の

結
果

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

よ
う

な
社

会
情

勢
0

0
0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑮
区

の
イ

メ
ー

ジ
を

高
め

選
ば

れ
る

ま
ち

に
な

る
重

点
項

目
記

入
所

属
行

財
政

政
策

経
営

部
　

報
道

広
報

課
　

広
報

係

事
業

名
№

4
2
「
情

報
発

信
強

化
事

業
（
各

種
広

報
媒

体
の

充
実

・
情

報
発

信
力

の
向

上
等

）
」

協
働 ・

協
創

広
報

紙
の

紙
面

づ
く
り

や
各

種
広

報
電

子
媒

体
の

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
等

に
お

い
て

、
全

庁
的

に
協

働
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.
6

検
討

中
令

和
６

年
１

０
月

開
始

を
目

標
に

、
要

綱
等

を
整

備
中

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

と
事

業
者

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

広
報

紙
モ

ニ
タ

ー
制

度
の

導
入

に
つ

い
て

内
容

【
事

業
の

概
要

】
・
あ

だ
ち

広
報

の
製

作
【
活

動
-
1
】

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

ツ
イ

ッ
タ

ー
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
、

L
IN

E
等

の
管

理
運

営
【
活

動
-
2
】

【
活

動
-
3
】
【
活

動
-
4
】

・
全

庁
向

け
情

報
発

信
研

修
の

実
施

【
活

動
-
5
】

■
以

下
、

変
更

点
【
活

動
-
3
】
ツ

イ
ッ

タ
ー

・
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

の
情

報
発

信
数

と
し

て
い

た
が

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

の
仕

様
変

更
が

あ
り

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

の
成

果
指

標
が

取
れ

な
く
な

っ
た

。
そ

の
た

め
、

関
連

す
る

活
動

指
標

に
つ

い
て

、
ツ

イ
ッ

タ
ー

の
情

報
発

信
数

の
み

に
R

5
実

績
値

か
ら

変
更

す
る

。
R

6
目

標
値

も
変

更
。

・
多

く
の

区
民

が
広

報
紙

か
ら

区
政

情
報

を
取

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
【
活

動
-
1
】

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
情

報
発

信
へ

の
閲

覧
が

増
え

る
【
活

動
-
2
】

・
ツ

イ
ッ

タ
ー

・
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

で
の

情
報

発
信

に
対

す
る

評
価

・
関

心
が

高
ま

る
【
活

動
-

3
】

・
L
IN

E
で

の
情

報
発

信
に

対
す

る
満

足
率

が
上

が
る

【
活

動
-
4
】

・
職

員
の

情
報

発
信

力
が

向
上

す
る

【
活

動
-
5
】

■
以

下
、

変
更

点
【
直

接
指

標
3
、

4
】
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

の
仕

様
変

更
と

L
IN

E
の

機
能

拡
張

の
影

響
に

よ
り

、
直

接
成

果
3
と

4
の

指
標

が
取

得
で

き
な

く
な

っ
た

た
め

、
成

果
指

標
3
と

4
を

変
更

し
た

。

・
区

民
が

必
要

と
す

る
と

き
に

必
要

な
情

報
を

取
得

で
き

る
【
中

間
成

果
-
1
】
【
中

間
成

果
-
2
】

※
必

要
と

す
る

情
報

が
届

い
て

い
る

か
（
情

報
発

信
の

量
が

十
分

か
）

確
認

す
る

指
標

と
し

て
【
中

間
成

果
-
1
】
を

設
定

。
必

要
と

す
る

情
報

の
内

容
に

満
足

し
て

い
る

か
（
情

報
発

信
の

質
が

十
分

か
）
確

認
す

る
指

標
と

し
て

【
中

間
成

果
-
2
】
を

設
定

。
そ

の
差

が
拡

大
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
く
。

区
政

情
報

の
提

供
へ

の
満

足
度

が
向

上
す

る

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

達
成

状
況

④
成

果
指

標
目

標
達

成
状

況
③

成
果

指
標

年
度

R
4

【
活

動
-
1
】

広
報

紙
発

行
部

数
目

標
8
,3

0
0
,0

0
0

8
,4

0
0
,0

0
0

8
,5

0
0
,0

0
0

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
区

の
情

報
の

入
手

手
段

を
あ

だ
ち

広
報

と
し

て
い

る
区

民
の

割
合

部

9
6
%

目
標

7
0

実
績

6
7
.1

7
0
.0

件

1
0
.0

1
0
.0

達
成

率
1
2
0
%

1
1
6
%

9
3
%

8
9
%

達
成

率

％ 件
％

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
1
1
,1

1
8

1
3
,0

2
7

-
実

績
6
0
,1

3
9
,2

4
0

5
8
,1

9
4
,2

5
1

5
0
,0

0
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0
,0

0
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

必
要

な
と

き
に

必
要

と
す

る
情

報
が

得
ら

れ
て

い
な

い
区

民
の

割
合

［
低

減
目

標
］

1
0
.0

-
実

績
1
0
.8

達
成

率

1
1
.2

-

達
成

率
2
2
2
%

1
0
9
%

【
活

動
-
3
】

ツ
イ

ッ
タ

ー
の

情
報

発
信

数

目
標

4
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,0

0
0

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
3
】

ツ
イ

ッ
タ

ー
で

の
投

稿
に

対
す

る
「
い

い
ね

+
リ

ツ
イ

ー
ト

」
の

件
数

目
標

-

件
件

順
調

実
績

5
,0

5
7

2
,9

0
6

-
実

績
7
0
,4

5
3

7
6
,4

0
6

-

達
成

率
1
2
6
%

7
3
%

達
成

率
-

9
6
%

8
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

8
9
%

実
績

8
2

6
7

目
標

5
5

5

達
成

【
直

接
成

果
-
5
】

情
報

発
信

に
関

す
る

課
題

の
解

決
率

目
標

7
5

％

【
活

動
-
5
】

情
報

発
信

の
全

庁
向

け
研

修
回

数

7
5

7
5

遅
れ

て
い

る
実

績
1
2

1
1

-
-

達
成

率
2
4
0
%

2
2
0
%

達
成

率
1
0
9
%

1
0
1
,
0
8
2

1
0
1
,
7
8
0

総
事

業
費

(a
+
b)

2
8
4
,
1
5
5

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
協

力
員

制
度

の
導

入
に

つ
い

て

3
5
1
,
9
2
3

令
和

６
年

１
０

月
開

始
を

目
標

に
、

要
綱

等
を

整
備

中
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
が

持
つ

情
報

発
信

媒
体

を
活

用
し

、
重

点
課

題
や

重
要

施
策

を
積

極
的

か
つ

ス
ピ

ー
デ

ィ
ー

に
発

信
す

る
こ

と
で

、
区

政
透

明
度

を
高

め
た

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
「
あ

だ
ち

広
報

」
製

作
等

運
営

事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

2
7
3
,
1
9
4

1
8
3
,
0
7
3

2
5
0
,
1
4
3

2
7
3
,
1
9
4

事 業 の 概 要

区
政

情
報

の
提

供
へ

の
満

足
度

向
上

あ
だ

ち
広

報
製

作
委

託

区
民

が
必

要
な

と
き

に
必

要
と

す
る

情
報

を
入

手
す

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

整
え

、
区

政
透

明
度

を
高

め
て

区
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
。

あ
だ

ち
広

報
配

布
委

託
ﾒ
ｰ

ﾙ
配

信
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

運
用

委
託

千
円

千
円

千
円

1
1
9
,5

2
5

8
4
,7

8
7

4
,8

4
5

検
討

中

【
活

動
-
4
】

L
IN

E
で

の
情

報
発

信
数

件

目
標

1
5
0

1
,4

0
0

1
,5

0
0

順
調

実
績

1
7
6

1
,3

7
0

-

達
成

率
1
1
7
%

9
8
%

【
直

接
成

果
-
4
】

L
IN

E
の

友
だ

ち
登

録
者

数
％

目
標

-
6
0
,0

0
0

7
0
,0

0
0

達
成

実
績

4
0
,4

3
5

6
1
,0

3
0

-

達
成

率
-

1
0
2
%

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

R
5

庁
内

評
価

結
果

5
5

5
4
.5

区
民

評
価

結
果

4
4
.5

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
活

動
、

直
接

成
果

な
ど

の
指

標
か

ら
相

当
の

情
報

発
信

を
し

て
い

る
こ

と
や

、
区

民
が

情
報

に
ア

ク
セ

ス
し

て
い

る
と

い
う

結
果

が
出

て
い

る
こ

と
は

高
く
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

一
部

の
成

果
指

標
に

お
い

て
、

実
績

値
が

若
干

低
下

し
て

い
る

点
が

気
に

か
か

る
。

　
ま

た
、

中
間

成
果

で
「
必

要
な

時
に

必
要

と
す

る
情

報
が

得
ら

れ
て

い
る

」
が

「
や

や
遅

れ
て

い
る

」
と

な
っ

た
こ

と
は

、
事

業
内

容
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

広
報

紙
モ

ニ
タ

ー
、

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
協

力
員

な
ど

の
導

入
で

、
事

業
改

善
に

取
り

組
む

姿
勢

は
良

い
方

向
性

で
あ

る
と

言
え

る
。

　
情

報
内

容
の

ク
オ

リ
テ

ィ
向

上
と

新
た

な
ツ

ー
ル

の
活

用
等

の
改

善
で

、
目

標
を

達
成

し
て

ほ
し

い
。

4
.5

中
間

成
果

指
標

が
や

や
低

下
し

て
お

り
、

事
業

改
善

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

区
政

情
報

の
提

供
へ

の
満

足
度

を
高

め
る

た
め

、
以

下
の

と
お

り
広

報
紙

と
デ

ジ
タ

ル
情

報
の

充
実

に
取

り
組

む
。

【
広

報
紙

】
世

論
調

査
や

今
年

度
開

始
し

た
広

報
紙

モ
ニ

タ
ー

制
度

の
結

果
を

活
用

し
、

幅
広

い
年

齢
層

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

読
み

や
す

く
・
興

味
を

引
く
紙

面
と

す
る

こ
と

で
読

者
の

満
足

度
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
る

。

【
デ

ジ
タ

ル
情

報
】

L
IN

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

の
友

だ
ち

登
録

数
も

順
調

に
増

加
し

て
お

り
、

さ
ら

な
る

増
加

を
目

指
す

た
め

、
イ

ベ
ン

ト
で

の
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
他

区
や

他
自

治
体

の
L
IN

E
配

信
手

法
も

注
視

し
、

よ
り

効
果

的
な

配
信

を
実

施
し

て
い

く
。

加
え

て
、

投
稿

内
容

や
著

作
権

の
チ

ェ
ッ

ク
な

ど
の

課
題

に
よ

り
協

力
員

に
よ

る
実

施
を

見
送

っ
た

区
公

式
In

st
ag

ra
m

ア
カ

ウ
ン

ト
に

つ
い

て
、

区
職

員
に

よ
る

早
期

導
入

を
検

討
す

る
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】
世

帯
数

の
自

然
増

に
よ

る
増

。
都

広
報

コ
ン

ク
ー

ル
で

は
毎

年
複

数
入

賞
。

令
和

5
年

度
も

広
報

紙
部

門
3
部

門
全

て
で

入
賞

。
世

論
調

査
の

結
果

で
は

、
情

報
の

入
手

手
段

と
し

て
も

安
定

し
て

い
る

。
【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】
活

動
指

標
は

前
年

度
実

績
を

上
回

り
、

成
果

指
標

は
目

標
達

成
。

公
開

ペ
ー

ジ
数

の
増

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
5
類

移
行

に
伴

い
、

イ
ベ

ン
ト

等
が

増
加

し
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

。
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】
活

動
指

標
は

目
標

値
を

達
成

、
成

果
指

標
は

未
達

成
。

令
和

4
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

情
報

発
信

が
多

く
な

っ
て

い
た

。
令

和
5
年

度
は

、
各

所
管

等
で

イ
ベ

ン
ト

の
再

開
が

あ
り

、
イ

ベ
ン

ト
情

報
の

発
信

が
増

え
た

。
し

か
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

5
類

に
移

行
し

た
こ

と
に

伴
い

関
連

情
報

の
発

信
が

減
っ

た
こ

と
で

、
全

体
の

発
信

数
は

や
や

減
少

し
た

。
【
変

更
あ

り
・
前

ペ
ー

ジ
に

記
載

】
【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】
令

和
5
年

3
月

、
L
IN

E
に

A
-
メ

ー
ル

と
の

連
携

機
能

や
不

法
投

棄
通

報
機

能
、

保
育

指
数

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

等
の

機
能

を
実

装
し

た
。

令
和

5
年

度
は

、
各

課
の

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
L
IN

E
で

配
信

し
た

こ
と

に
加

え
て

、
A

-
メ

ー
ル

と
連

携
し

た
情

報
発

信
も

行
う

こ
と

で
発

信
数

が
増

加
し

た
。

【
変

更
あ

り
・
前

ペ
ー

ジ
に

記
載

】
【
活

動
-
5
】
【
直

接
成

果
-
5
】
少

人
数

で
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
向

け
の

研
修

に
加

え
て

、
上

級
者

向
け

研
修

を
開

催
し

た
こ

と
か

ら
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

全
庁

に
調

査
を

し
て

い
る

情
報

発
信

に
関

す
る

課
題

の
解

決
率

は
、

年
々

課
題

の
レ

ベ
ル

が
上

が
っ

て
い

る
影

響
も

あ
り

、
低

下
し

て
い

る
。

解
決

率
向

上
の

た
め

、
よ

り
効

果
的

な
情

報
発

信
力

強
化

の
取

組
み

を
検

討
す

る
。

【
広

報
紙

の
内

容
充

実
と

電
子

広
報

媒
体

の
活

用
促

進
】
世

論
調

査
で

は
、

「
区

の
情

報
の

入
手

手
段

」
の

う
ち

、
あ

だ
ち

広
報

が
6
9
.1

％
と

な
っ

て
お

り
、

紙
媒

体
の

需
要

は
、

若
い

世
代

を
含

む
多

く
の

世
代

で
依

然
と

し
て

高
い

。
特

集
や

紙
面

構
成

の
方

向
性

が
、

区
民

が
必

要
と

し
て

い
る

情
報

と
合

致
し

て
い

る
か

を
確

認
し

な
が

ら
、

年
間

を
通

じ
た

魅
力

あ
る

紙
面

の
発

行
が

重
要

で
あ

る
。

一
方

、
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞ、

A
-
ﾒ
ｰ

ﾙ
、

ﾂ
ｲ
ｯ
ﾀ
ｰ

、
ﾌ
ェ

ｲ
ｽ

ﾌ
ﾞｯ

ｸ
の

合
計

割
合

は
4
1
.1

％
で

あ
り

、
電

子
広

報
媒

体
の

需
要

も
高

い
。

た
だ

し
、

活
用

度
が

低
い

も
の

も
あ

る
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
を

活
か

し
た

発
信

方
法

と
新

た
な

媒
体

の
活

用
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
高

齢
者

へ
の

情
報

発
信

】
世

論
調

査
に

お
け

る
7
0
歳

以
上

の
「
区

の
情

報
の

入
手

手
段

」
の

設
問

で
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞ、

A
-
ﾒ
ｰ

ﾙ
、

ﾂ
ｲ
ｯ
ﾀ
ｰ

、
ﾌ
ｪｲ

ｽ
ﾌ
ﾞｯ

ｸ
、

L
IN

E
の

合
計

割
合

は
2
5
%
に

留
ま

っ
て

い
る

が
、

年
に

よ
っ

て
増

減
は

あ
る

も
の

の
、

年
々

徐
々

に
上

昇
し

て
い

る
。

あ
だ

ち
広

報
令

和
6
年

1
月

1
日

号
か

ら
区

デ
ジ

タ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
周

知
欄

を
設

け
た

が
、

今
後

も
他

所
属

と
も

連
携

し
て

様
々

な
場

面
で

周
知

・
啓

発
を

強
化

し
、

「
ま

ず
は

や
っ

て
み

よ
う

」
と

い
う

行
動

変
容

を
促

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

【
若

い
世

代
へ

の
情

報
発

信
】
こ

れ
ま

で
の

区
民

評
価

委
員

会
で

ご
意

見
を

い
た

だ
い

た
、

「
若

者
に

対
す

る
情

報
発

信
の

在
り

方
」
に

つ
い

て
、

ア
プ

ロ
ー

チ
方

法
を

探
る

た
め

、
令

和
4
年

度
に

若
い

世
代

（
1
8
～

3
5
歳

）
の

小
規

模
調

査
（
ミ

ニ
世

論
調

査
）
を

行
っ

た
。

調
査

結
果

は
、

若
い

世
代

で
の

「
あ

だ
ち

広
報

紙
」
の

認
知

度
は

8
割

を
超

え
、

購
読

率
（
よ

く
利

用
す

る
・
た

ま
に

利
用

す
る

と
回

答
し

た
率

）
は

5
割

を
超

え
て

い
た

。
若

い
世

代
で

も
「
あ

だ
ち

広
報

紙
」
は

情
報

発
信

ツ
ー

ル
と

し
て

有
効

で
あ

る
た

め
、

若
い

世
代

へ
も

訴
求

効
果

の
あ

る
魅

力
的

な
紙

面
内

容
が

必
要

で
あ

る
。

【
短

期
】

令
和

6
年

度
は

、
あ

だ
ち

広
報

製
作

委
託

契
約

（
R

7
-
9
）
の

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

を
実

施
予

定
で

あ
る

。
今

後
の

広
報

作
成

に
必

要
と

な
る

新
た

な
要

素
の

有
無

等
を

調
査

・
検

討
し

、
仕

様
書

に
反

映
さ

せ
て

い
く
。

加
え

て
、

区
民

が
必

要
と

す
る

情
報

を
把

握
し

、
紙

面
改

善
の

た
め

の
広

報
紙

モ
ニ

タ
ー

制
度

及
び

若
い

世
代

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
区

民
目

線
で

区
の

魅
力

を
発

信
し

て
い

く
た

め
の

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
協

力
員

制
度

を
令

和
6
年

1
0
月

開
始

予
定

で
あ

る
。

L
IN

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

の
友

だ
ち

登
録

数
も

順
調

に
増

加
し

て
お

り
、

さ
ら

な
る

増
加

を
目

指
す

。
S
N

S
の

活
用

に
あ

た
っ

て
は

、
全

庁
の

職
員

の
ス

キ
ル

・
意

識
の

向
上

を
目

的
と

し
た

研
修

を
引

き
続

き
実

施
し

、
情

報
発

信
に

対
す

る
意

識
の

向
上

・
内

容
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

【
中

・
長

期
】

あ
だ

ち
広

報
の

情
報

発
信

力
は

依
然

と
し

て
高

く
、

区
民

に
広

く
情

報
を

届
け

る
た

め
の

重
要

な
発

信
媒

体
と

な
っ

て
い

る
。

広
報

紙
モ

ニ
タ

ー
制

度
を

活
用

し
、

こ
れ

ま
で

の
読

者
の

満
足

度
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
な

が
ら

、
新

た
な

読
者

を
増

や
す

た
め

、
魅

力
的

な
表

紙
や

特
集

記
事

の
掲

載
等

、
民

間
発

行
の

広
報

物
に

負
け

な
い

ク
オ

リ
テ

ィ
に

こ
だ

わ
り

、
区

民
の

「
行

動
変

容
を

促
す

広
報

紙
」
を

目
指

し
て

い
く
。

一
方

で
、

日
常

の
み

な
ら

ず
、

災
害

時
の

「
速

報
性

」
「
拡

散
性

」
等

に
優

れ
た

電
子

媒
体

も
こ

れ
ま

で
以

上
に

積
極

的
に

活
用

し
て

い
く
。

現
有

す
る

S
N

S
ツ

ー
ル

の
活

用
は

も
ち

ろ
ん

、
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

の
さ

ら
な

る
機

能
拡

充
、

ニ
ュ

ー
ス

サ
イ

ト
や

配
信

ア
プ

リ
と

の
連

携
、

新
た

な
電

子
媒

体
の

調
査

研
究

・
導

入
を

進
め

、
紙

と
電

子
の

両
輪

で
「
必

要
な

時
に

区
の

情
報

が
得

ら
れ

て
い

る
区

民
の

増
」
「
区

政
情

報
提

供
の

満
足

度
の

向
上

」
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価
中
止

評
価

対
象
外
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

5
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

実
績

達
成

率

【
最

終
成

果
】

介
護

保
険

料
収

納
率

％

9
7
.4

0

-

【
最

終
成

果
】

国
民

健
康

保
険

料
収

納
率

％

8
3
.6

0

-

【
最

終
成

果
】

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

収
納

率

％

9
9
.0

0

-

【
中

間
成

果
-
4
】

介
護

保
険

料
収

納
率

％

9
6
.5

1
9
7
.0

2
9
7
.4

0

順
調

実
績

9
6
.8

9
9
7
.2

-

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

9
9
.0

0
9
9
.0

0

順
調

実
績

9
8
.9

6
9
8
.9

3
-

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
納
税
事
務
、
収
納
対
策
事
務
、
国
民
健
康
保
険
料
徴
収
事

務
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
徴
収
事
務
、
介
護
保
険
料

徴
収
事
務

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
,
3
0
5
,
8
0
7

8
7
9
,
5
1
0

1
,
0
4
5
,
5
5
6

1
,
3
0
5
,
8
0
7

過
誤

納
還

付
金

マ
ル

チ
ペ

イ
メ

ン
ト

収
納

委
託

郵
送

料

千
円

千
円

千
円

3
2
6
,3

9
7

総
事

業
費

(a
+
b)

8
7
9
,
5
1
0

ノ
ウ

ハ
ウ

の
区

職
員

へ
の

着
実

な
継

承

1
,
0
4
5
,
5
5
6

・
国

税
O

B
職

員
や

ベ
テ

ラ
ン

職
員

に
よ

る
O

J
T
や

実
務

研
修

の
実

施
や

、
グ

ル
ー

プ
制

に
よ

る
滞

納
処

分
を

実
施

し
た

。
・
特

別
収

納
対

策
課

に
お

い
て

、
各

課
の

債
権

処
理

に
関

す
る

相
談

・
支

援
を

行
い

、
徴

収
知

識
の

庁
内

全
体

へ
の

蓄
積

を
図

っ
て

い
る

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

で
は

、
課

税
及

び
徴

税
能

力
の

向
上

の
た

め
に

国
内

資
源

の
動

員
を

強
化

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
収

納
率

向
上

対
策

委
員

会
等

に
お

け
る

各
課

の
課

題
共

有
や

複
線

型
人

事
制

度
の

活
用

等
に

よ
り

、
庁

内
の

賦
課

・
徴

収
能

力
の

向
上

を
図

っ
て

お
り

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

事 業 の 概 要

区
政

運
営

の
根

幹
で

あ
る

４
公

金
収

納
金

の
収

納
率

を
向

上
さ

せ
る

厳
正

的
確

な
滞

納
整

理
や

、
期

限
内

納
付

の
推

進
に

よ
り

４
公

金
の

収
納

率
を

向
上

さ
せ

、
自

主
財

源
の

充
実

を
図

る
。

6
1
,3

7
1

5
5
,8

5
3

実
施

済

実
施

済
・
４

公
金

の
納

付
に

利
用

可
能

な
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

決
済

に
つ

い
て

、
令

和
6
年

4
月

に
新

た
に

楽
天

ペ
イ

を
追

加
し

、
計

6
種

類
と

な
っ

た
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

影
響

要
因

【
活

動
-
1
】

財
産

調
査

実
施

件
数

目
標

1
1
3
,3

5
0

達
成

率

実
績

件

0
0

0

税
外

収
入

達
成

率
1
2
3
%

1
1
9
%

8
2
.2

3

【
活

動
-
3
】

執
行

停
止

・
欠

損
処

理
の

実
施

数

目
標

1
0
,0

0
0

7
,3

0
0

8
,4

0
0

遅
れ

て
い

る
件

実
績

7
,4

4
5

5
,8

5
1

-

達
成

率
7
4
%

8
0
%

件

【
中

間
成

果
-
3
】

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

収
納

率
％

9
8
.9

8

実
績

3
,1

5
0

3
,7

5
8

実
績

6
8
5
,0

1
2

6
3
3
,4

4
1

1
,0

7
7
,0

0
0

7
2
3
,6

0
0

6
9
2
,6

5
0

-

2
6
5
,1

0
0

2
8
6
,0

0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
差

押
え

・
公

売
収

納
金

額
※

都
民

税
を

含
む

3
1
2
,7

1
4

4
5
9
,5

0
0

2
7
9
,5

0
0

遅
れ

て
い

る

や
や

順
調

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

国
民

健
康

保
険

料
収

納
率

8
1
.0

4

実
績

7
9
.0

4

達
成

率

7
8
.2

8
-

2
7
9
,5

6
7

-

8
3
.6

0

達
成

率
6
4
%

8
8
%

9
8
%

9
5
%

-

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

③
成

果
指

標
年

度
R

4
R

4

目
標

達
成

状
況

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

⑯
次

世
代

に
つ

な
げ

る
健

全
な

財
政

運
営

を
行

う
重

点
項

目
堅

固
な

歳
入

基
盤

の
確

保
記

入
所

属
行

財
政

区
民

部
納

税
課

納
税

計
画

係

事
業

名
№

4
3
「
４

公
金

収
納

金
の

収
納

率
向

上
対

策
（
税

・
保

険
料

）
」

協
働 ・

協
創

庁
内

協
働

　
区

民
部

　
特

別
収

納
対

策
課

、
国

民
健

康
保

険
課

、
高

齢
医

療
・
年

金
課

、
福

祉
部

　
介

護
保

険
課

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.
1

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

多
様

な
納

付
手

段
の

検
討

内
容

3
6
4
,
1
7
9

4
5
8
,
3
5
9

4
5
0
,
8
8
6

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

達
成

状
況

④
成

果
指

標

【
事

業
の

概
要

】
納

税
事

務
、

国
民

健
康

保
険

料
徴

収
事

務
、

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

徴
収

事
務

、
介

護
保

険
料

徴
収

事
務

・
滞

納
者

の
財

産
調

査
を

実
施

す
る

【
活

動
-
１

】
・
滞

納
者

の
財

産
の

差
押

え
・
公

売
の

実
施

【
活

動
-
２

】
・
滞

納
処

分
の

執
行

停
止

・
欠

損
処

理
の

実
施

【
活

動
-
３

】

・
財

産
の

差
押

え
・
公

売
に

よ
る

収
納

金
額

が
増

え
る

【
活

動
-
１

、
活

動
-
２

】
・
滞

納
処

分
の

執
行

停
止

・
欠

損
処

理
金

額
が

増
え

る
【
活

動
-
１

、
活

動
-
３

】

４
公

金
の

収
納

率
が

向
上

す
る

。
特

に
特

別
区

民
税

が
向

上
す

る
こ

と
に

よ
り

、
区

の
財

源
が

増
加

し
、

多
様

な
施

策
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

４
公

金
の

収
納

率
が

向
上

す
る

。

単
位

②
活

動
指

標
実

績

％

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標
単

位

・
滞

納
者

の
収

入
状

況
や

経
済

の
状

況
・
滞

納
者

の
収

入
状

況
や

経
済

状
況

実
績

目
標

R
5

9
5
%

目
標

3
7
4
,0

0
0

実
績

3
5
7
,0

8
1

・
滞

納
者

の
財

産
の

保
有

状
況

順
調

【
最

終
成

果
】

特
別

区
民

税
収

納
率

9
6
.9

0
9
6
.9

5
-

1
0
0
%

9
7
.2

0
9
7
.4

4
9
7
.6

8

達
成

率
9
9
%

達
成

率

単
位

9
7
.6

8

1
0
5
%

2
7
7
,0

3
5

-

【
活

動
-
2
】

差
押

え
・
公

売
の

実
施

回
数

目
標

2
,5

6
0

3
,1

7
0

4
,1

7
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

執
行

停
止

・
欠

損
処

理
金

額
※

都
民

税
を

含
む

6
8
%

2
4
4
%

千
円

千
円

％ ％

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

特
別

区
民

税
収

納
率

外
的
な
要
因
大

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

R
5

庁
内

評
価

結
果

5
4
.5

4
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

4

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
（中

間
成

果
1
～

4
）
四

公
金

の
収

納
率

は
概

ね
目

標
を

達
成

し
て

お
り

、
日

常
的

な
取

組
の

成
果

と
高

く
評

価
す

る
。

　
（活

動
1
・
2
）
預

貯
金

等
の

財
産

調
査

に
あ

た
っ

て
電

子
照

会
を

積
極

的
に

実
施

し
た

り
、

給
与

支
払

者
へ

の
給

与
照

会
を

強
化

し
預

貯
金

等
債

権
を

積
極

的
に

差
押

え
る

等
、

活
動

1
、

2
と

も
に

着
実

に
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
た

だ
、

こ
れ

ら
の

活
動

の
効

果
と

し
て

、
直

接
成

果
1
へ

充
分

に
結

び
つ

い
て

い
な

い
点

は
や

む
を

得
な

い
面

も
あ

る
と

推
察

さ
れ

る
が

、
引

き
続

き
の

課
題

と
し

て
対

策
を

図
ら

れ
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

ま
ず

、
納

期
内

納
付

の
定

着
を

図
る

た
め

、
納

付
案

内
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

初
期

滞
納

者
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

や
Ｓ

Ｍ
Ｓ

の
発

信
、

口
座

振
替

勧
奨

を
積

極
的

に
実

施
し

て
い

く
こ

と
は

極
め

て
重

要
で

あ
り

、
注

力
さ

れ
た

い
。

並
行

し
て

、
滞

納
状

況
の

正
確

な
把

握
・
分

析
の

上
、

グ
ル

ー
プ

制
の

導
入

や
滞

納
処

分
の

早
期

着
手

な
ど

取
組

を
固

定
化

せ
ず

、
効

率
的

・
効

果
的

に
収

納
率

向
上

を
目

指
す

方
向

性
も

妥
当

で
あ

り
、

そ
の

継
続

が
望

ま
れ

る
。

　
納

税
課

で
先

行
導

入
し

て
い

る
、

財
産

調
査

の
電

子
化

は
職

員
の

業
務

負
担

軽
減

を
含

め
て

他
課

へ
の

導
入

も
鋭

意
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
差

押
え

、
公

売
や

執
行

停
止

・
欠

損
処

理
の

適
正

実
施

に
つ

い
て

は
、

課
題

の
検

証
を

含
め

た
計

画
的

対
応

が
必

要
で

あ
ろ

う
。

　
な

お
、

将
来

に
亘

る
課

題
と

し
て

、
国

税
Ｏ

Ｂ
等

の
専

門
性

の
高

い
公

務
経

験
者

の
任

用
と

、
ノ

ウ
ハ

ウ
継

承
な

ど
収

納
管

理
体

制
の

維
持

・
確

保
に

つ
い

て
継

続
的

な
検

討
も

求
め

ら
れ

る
。

3
.5

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
４

公
金

に
つ

い
て

、
各

課
の

活
動

と
直

接
成

果
を

み
る

と
、

納
税

課
と

介
護

保
険

課
は

活
動

と
直

接
成

果
は

、
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

活
動

と
直

接
成

果
に

乖
離

が
あ

る
の

は
国

民
健

康
保

険
課

で
あ

る
が

、
こ

れ
に

つ
い

て
は

、
数

値
目

標
を

見
直

す
と

と
も

に
、

財
産

調
査

を
実

施
し

、
個

々
の

実
情

や
生

活
に

与
え

る
影

響
等

を
十

分
に

勘
案

し
た

う
え

積
極

的
に

差
押

え
等

を
行

い
、

収
納

金
額

の
増

加
を

目
指

す
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

納
付

案
内

セ
ン

タ
ー

で
の

初
期

滞
納

者
へ

の
電

話
や

訪
問

、
Ｓ

Ｍ
Ｓ

の
発

信
は

、
早

期
滞

納
対

策
と

し
て

効
果

的
で

あ
る

た
め

、
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
。

口
座

振
替

勧
奨

は
、

納
税

課
及

び
国

民
健

康
保

険
課

で
は

新
規

加
入

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
、

高
齢

医
療

・
年

金
課

及
び

介
護

保
険

課
で

は
機

会
を

捉
え

て
実

施
し

て
い

く
。

　
グ

ル
ー

プ
制

に
つ

い
て

は
、

進
捗

を
グ

ル
ー

プ
内

で
共

有
、

処
理

方
針

の
判

断
を

早
期

化
す

る
な

ど
、

よ
り

効
率

的
・
効

果
的

に
滞

納
整

理
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
に

実
効

性
を

高
め

て
い

く
。

財
産

調
査

の
電

子
化

は
、

令
和

７
年

度
か

ら
税

以
外

の
３

公
金

に
も

拡
充

す
る

。
国

税
Ｏ

Ｂ
職

員
の

計
画

的
な

任
用

と
と

も
に

、
国

税
Ｏ

Ｂ
職

員
に

よ
る

処
理

困
難

事
例

の
指

示
・
助

言
や

捜
索

同
行

に
よ

る
Ｏ

Ｊ
Ｔ

の
強

化
や

、
４

公
金

合
同

研
修

を
実

施
し

、
更

な
る

専
門

知
識

や
ノ

ウ
ハ

ウ
継

承
を

図
る

。
【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
（
財

産
調

査
実

施
件

数
）
】

　
滞

納
者

の
実

態
を

正
確

に
把

握
す

る
た

め
に

も
財

産
調

査
を

積
極

的
に

実
施

し
た

。
特

に
納

税
課

で
は

昨
年

に
引

き
続

き
預

貯
金

等
の

電
子

照
会

を
積

極
的

に
実

施
し

、
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

な
お

、
令

和
4
年

度
実

績
か

ら
、

件
数

の
算

出
方

法
を

延
べ

件
数

に
よ

る
集

計
へ

４
公

金
で

統
一

し
た

た
め

、
目

標
値

を
大

き
く
上

回
っ

て
い

る
。

【
活

動
-
2
、

直
接

成
果

-
1
（
差

押
え

・
公

売
実

施
回

数
、

収
納

金
額

）
】

　
給

与
支

払
者

へ
の

給
与

照
会

を
強

化
し

、
預

貯
金

等
の

債
権

を
積

極
的

に
差

押
え

た
結

果
、

件
数

に
つ

い
て

は
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

収
納

金
額

に
つ

い
て

は
納

税
課

に
お

い
て

昨
年

度
比

約
４

千
万

円
増

加
し

た
も

の
の

、
目

標
達

成
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

【
活

動
-
3
、

直
接

成
果

-
2
（
執

行
停

止
・
欠

損
処

理
の

実
施

数
、

金
額

）
】

　
財

産
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

生
活

困
窮

等
の

理
由

に
よ

り
徴

収
困

難
案

件
に

つ
い

て
は

執
行

停
止

・
欠

損
処

理
を

実
施

し
て

い
る

。
特

別
区

民
税

・
国

民
健

康
保

険
料

で
長

期
・
高

額
滞

納
事

案
の

整
理

が
進

ん
で

対
象

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
件

数
及

び
額

と
も

に
前

年
度

実
績

を
下

回
り

、
目

標
達

成
に

至
ら

な
か

っ
た

。
【
中

間
成

果
-
1
～

4
】

　
各

公
金

と
も

に
滞

納
を

長
期

化
さ

せ
な

い
よ

う
早

期
の

納
付

勧
奨

や
口

座
振

替
に

よ
る

納
期

内
納

付
の

取
組

み
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
、

特
別

区
民

税
及

び
介

護
保

険
料

に
つ

い
て

は
前

年
度

実
績

を
上

回
り

、
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
に

つ
い

て
は

前
年

度
と

同
様

の
収

納
率

を
維

持
し

た
。

国
民

健
康

保
険

料
に

つ
い

て
は

、
差

押
え

・
欠

損
等

の
件

数
は

増
加

し
、

滞
納

繰
越

分
収

納
額

は
増

加
し

た
も

の
の

全
体

の
収

納
率

は
下

回
っ

た
。

　
納

期
内

納
付

の
定

着
が

４
公

金
の

共
通

課
題

で
あ

る
。

納
期

内
納

付
の

定
着

を
図

る
た

め
、

納
付

案
内

セ
ン

タ
ー

を
活

用
し

た
初

期
滞

納
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
や

Ｓ
Ｍ

Ｓ
の

発
信

、
口

座
振

替
勧

奨
を

積
極

的
に

実
施

し
て

い
く
。

　
ま

た
、

納
税

課
で

は
、

財
産

調
査

の
早

期
実

施
や

コ
ロ

ナ
禍

で
は

実
施

が
困

難
だ

っ
た

滞
納

者
宅

へ
の

捜
索

を
行

い
、

滞
納

者
の

実
態

を
正

確
に

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
、

差
押

え
や

執
行

停
止

・
即

時
欠

損
を

適
正

に
実

施
し

滞
納

を
累

積
さ

せ
な

い
取

組
み

の
強

化
も

合
わ

せ
て

行
っ

て
い

く
。

　
国

民
健

康
保

険
課

で
は

、
徴

収
吏

員
の

所
掌

件
数

が
一

人
当

た
り

約
1
,5

0
0
件

と
多

く
、

全
て

の
滞

納
者

へ
の

適
切

な
滞

納
処

分
が

出
来

る
環

境
下

で
は

な
い

。
そ

の
た

め
、

各
徴

収
吏

員
に

対
し

具
体

的
な

処
理

の
件

数
目

標
を

課
し

、
高

額
滞

納
者

等
へ

の
対

応
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

高
齢

医
療

・
年

金
課

で
は

、
毎

年
、

新
規

加
入

者
が

約
8
,0

0
0
人

を
超

え
、

制
度

加
入

時
は

未
納

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
納

付
書

払
い

か
ら

始
ま

る
。

加
入

後
、

半
数

以
上

は
翌

年
に

年
金

天
引

き
（特

別
徴

収
）

と
な

り
、

そ
れ

ま
で

未
納

と
な

ら
な

い
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

　
介

護
保

険
課

で
は

、
現

年
度

分
・
滞

納
繰

越
分

と
も

に
、

収
入

未
済

は
年

々
減

少
し

て
い

る
が

、
未

だ
に

多
額

の
未

収
金

が
あ

る
。

滞
納

が
長

期
化

す
る

と
徴

収
が

益
々

困
難

と
な

る
た

め
、

特
に

初
期

滞
納

者
へ

の
早

期
対

応
を

強
化

し
、

滞
納

を
未

然
に

防
止

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
短

期
】

　
納

税
課

で
は

、
預

貯
金

等
の

電
子

照
会

を
積

極
的

に
実

施
し

、
差

押
え

等
の

滞
納

処
分

の
早

期
着

手
を

図
る

。
ま

た
、

昨
年

度
よ

り
始

め
た

グ
ル

ー
プ

制
の

効
果

検
証

を
行

い
、

よ
り

効
率

的
・
効

果
的

な
滞

納
整

理
を

進
め

て
い

く
。

　
国

民
健

康
保

険
課

で
も

第
三

次
滞

納
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
で

定
め

た
基

本
方

針
を

確
実

に
運

用
し

、
現

年
収

納
率

向
上

に
向

け
、

口
座

振
替

勧
奨

、
財

産
調

査
の

早
期

着
手

、
さ

ら
に

昨
年

度
よ

り
催

告
実

施
回

数
を

増
や

し
滞

納
整

理
を

進
め

て
い

く
。

　
高

齢
医

療
・
年

金
課

及
び

介
護

保
険

課
に

お
い

て
も

納
付

漏
れ

防
止

に
有

効
な

口
座

振
替

勧
奨

等
を

重
点

的
に

進
め

、
滞

納
困

難
案

件
に

つ
い

て
は

特
別

収
納

対
策

課
等

と
連

携
し

、
更

な
る

収
納

率
向

上
を

目
指

し
て

い
く
。

　
【中

・
長

期
】

　
納

税
課

で
は

滞
納

状
況

を
分

析
し

、
効

率
、

効
果

的
な

滞
納

整
理

を
提

案
す

る
Ｅ

Ｂ
Ｐ

Ｍ
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

、
第

三
次

足
立

区
滞

納
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

検
証

を
綿

密
に

行
い

、
今

年
度

中
に

策
定

す
る

第
四

次
滞

納
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

よ
り

実
効

性
の

高
い

計
画

と
し

、
区

税
収

入
の

着
実

な
確

保
に

努
め

る
。

　
国

民
健

康
保

険
課

で
は

、
令

和
7
年

度
末

の
シ

ス
テ

ム
標

準
化

に
合

わ
せ

、
財

産
照

会
の

電
子

化
に

つ
い

て
先

行
導

入
済

で
あ

る
納

税
課

と
連

携
し

、
令

和
6
年

度
中

に
運

用
の

検
討

を
進

め
る

。
　

高
齢

医
療

・
年

金
課

及
び

介
護

保
険

課
で

は
、

個
別

で
定

め
る

方
針

・
計

画
の

成
果

・
課

題
の

検
証

を
定

期
的

に
行

う
こ

と
で

、
収

納
率

の
更

な
る

向
上

を
目

指
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価
中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外
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２ 重点プロジェクト事業 予算への反映結果 

  区民評価委員会の各分科会において、今後の展開に期待するとの評価を受

けた事業について、区民評価結果を踏まえた令和７年度予算案への主な反映

結果をまとめました。なお、この他の事業についても、予算編成や手法の見

直し等により、事業改善に向けて取組みを進めています。 

 
No. 分科会／事業名 令和７年度予算への反映状況 掲載 

ページ 

4 
【ひと】 

不登校対策支援事業 

不登校に関する実態調査 12,674 千円 

 全児童・生徒やその保護者にアンケートを実施し、

不登校児童・生徒の実態把握に努めることで、個々

の状況に合わせた多様な支援策の充実を図ります。 

22 

14 

【くらし】 

ビューティフル・ウィ

ンドウズ運動（地域防

犯力の向上・防犯まち

づくり事業） 

自転車カギかけありがとうキャンペーン 1,768 千

円 

 １０代から２０代で自転車盗の被害が多く、その

多くが無施錠であるため、区内都立高校と連携し高

校生へ施錠の啓発活動を行います。 

46 

24 

【まち】 

地域と一体となった水

害対策 

あだち防災リーダー認定・登録制度の拡充 3,503

千円 

 あだち防災リーダーの対象者および活動内容を拡

充し、地域防災力のさらなる向上を目指します。 

66 

【参考】令和７年度予算編成のあらまし 
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